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ノーヴー神殿 。教会2番 目の神殿，1841年 に着工 し，1846年 に献堂 され

る。聖徒 た ちが市 を追 われ るまで しば らくの間，死者 のためのバプテス

マや エンダ ウメン トの儀 式が行 なわれた。神殿は1848年 の火災 と1850年

の大暴 風雨に よって完 全に破壊 され 、黒ずんだ壁だけが その面影を留 め

るのみ となった。画 ：ステ ィーブ ン ・ベ アー ド(1967年 〉，古 い写真や絵

をもとに製作。
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回復された教会の

管 理

第一 副管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

◇ ◇

1978年1月8日 ， ブ リガ ム ・ヤ ン グ 大 学 マ リ オ ッ トセ ン タ ー に お け る

同 大 学 全 ス テ ー キ部 の 学 生 を対 象 と した フ ァ イア サ イ ドで の説 教 よ り

◇ ◇
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皆 さんは・ 啓示 の上 に建 て られ・ 神 の予 言

者 を通 じイ エス ・キ リス トに よって導 か

れ て いる イエス ・キ リス トの教 会 の一 貝 であ

る。 この こ とをご理解 い た だ きたい。 また同

時 に， この教 会 が どの よ うに運 営 されて い る

か につ いて も知 って いた だ きた い と思 う。 こ

れ は非常 に 大 きなテ ーマ で ある。 したが って

概略 的 な話 に終始 す るか もしれ ないが ， その

時 は許 して いた だ きたい 。

皆 さんに思 い起 こ して もらい たい こ とが あ

る。 それは この地 が ほか な らぬ私 た ちの ため

に創 造 され てい るとい うこ とで あ る。 私 た ち

はこの こ とを啓示 を通 して知 っ てい る。 それ

を個 人個 人 の立場 に 当て はめ て考 え てみ た い。

地球 は私 た ちの ため に創 造 され た。 この世 に

住 み，主 の教 え.に従 い天 父 のみ前 に帰 る準 備

をす るため の場 として与 えられ た。 天上 の大

会議 でイエ ス ・キ.リス トは世 の救 い主 と して

選 ばれ， 私 た ちが永遠 の 生命 を享受 で きる よ

うに この地上 に 来て 自ら命 を捨 て られた 。私

たちが属 して い る現 在の この教 会 は， 少年 の

ジ ョセ ブ ・ス ミスに 父 な る神 と御 子 イエ ス ・

キ リス トが現 わ れた 結果 設立 され，以 来 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスは 啓示 に よっ て絶 え ざる導 きを

受 けて きた。私 た ちには モ ルモ ン経が あ る。

その起源 に っい ては よ く御 存 じだ と思 う。詳

し くお話 す る時 間は な いが， これは 啓示 に よ

って翻訳 された 書物 であ る。 また私 た ちの教

会 には， ア ロ ン神 権 とペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ

ネに よって 回復 され た メル ケゼデ ク神 権 が あ

る。

教 会 の設 立に つ いて こ う記 されてい る。「こ

の末の世に於 けるキ リス トの教 会 の起 りは……

神 意 と神命 に よ りて， ・・…・

す なわ ち この神 命 は神 に よ リイエ ス ・キ リ

ス トの使徒 の聖 職 に按 手任 命せ られ て， 当教

会 第一 の長 老 とな りた るジ ョセ ブ ・ス ミス(二

代 目)に 下 りた る もの な り。」(教義 と聖約20：

1-2)

さ らに こ うあ る。

「見 よ
， 汝 らの 中 に誌 さる る一つ の記録 あ

らん 。そ の記録 に於 て， 父な る神の御 ここ ろ

と汝 らの主 イエ ス ・キ リス トの 恩恵 とに よ り

汝 は聖 見者 ，「翻 訳者 ， 予言 者， イエ ス ・キ リ

ス トの使徒.教 会 の長 老 と称せ られ ん。」(教

義 と聖 約21：1)

教 会 は 民.主主義，，つ ま り選 挙 に よ って選 ば

れ た代 表者 に よって治 め られて い る とい う話

を よ く聞 くが， 教会 は神 が選 ば れ た代 表者 を

通 して神 に よって 治め られ る神 権政体 であ る。

教 会 の信仰 箇 条.には次のよ うに述べ られてい る。

「われ らは
，.福音 を宣べ ，且 つ その儀 式 を

執 り行 うため に は， 啓 示 と，権 威 あ る者 の按

手 に よ り， 神 に よ りて其任 に召 され ねば な ら

ぬ こ とを信 ず 。」(信 仰 箇 条第5条)ジ ョセブ ・

ス ミスが主 に よって教 会 の大管 長 に選 ばれ，

主 か ら権 威 を授 け られ た 人々 に よ り任命 され

たの は この方法 に よるの であ る。

教 義 と聖約107章 を読 む と， いつ も心に 強

い証 が よみ が え って くる。 この章 で は，神権

の もろ もろの役職 が 挙 げ られ， その義 務が教

え られ て い る。 その 一部 を引用 しよ う。

「メル ケゼ デ ク神 権 を有 て る者の 中三 人の

管理 大 祭 司 あ り， 当 団体 に よ りて選 ば れ， そ

の職 に任命 して按 手聖 任 され， 教会 員 の信 任

と信 仰 と祈 りに よ りて支持せ られ， 当教 会の
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1960年 か ら1976年 にか け て，

合 衆 国 とカナ ダ 以 タトの 国 々 に お け る会 員 増 は

397パ ー セ ン トに の ぼ る。

ジ ョ セ ブ ・ ス ミ ス

大管 長会 な る定 員会 を構 成 す。

また， 大神権 の職 を管理 す る長 た る者 の義

務 は全教 会 を統 轄 すべ き もの に して， モー セ

の如 くあ るべ し。

す な わ ち， 見 よ， この教 会 の頭首 に神 の与

えた も うあ らゆ る賜 を有 し誠 に彼 は聖 見者 た

り， 啓示 を受 くる者 た り， 翻訳 者 た り， また

予 言者 た り… …」(教 義 と聖 約107：22，91-

92)

また次 の よ うに も記 されて いる。

「十二 人の 巡 回評議 員 は召 され て十 二使徒

とな る， す なわ ち全世 界 に於 け るキ リス トの

御 名の特 別 の証 人 とな るべ き者な り… …。

また この十 二 人は， 前記 の三 人 の管理 大祭

司 と権 威 と権能 とを同 じ くせ る定員 会 を構成

す 。」(教 義 と聖 約107：23，24)

『予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え』 には 次

の よ うに 書か れて い る。

「ス ミス大 管長 は次 に十 二使 徒会 の義 務 と
，

大 管長 会 に次 ぐ彼 らの権 威 とにつ いて説 明 を

始 め た。 …… また十二 使徒 会 は大管 長会 以 外

の どこに も従 属 しな い。す な わ ち， 予 言者 が

言 うには， 『私 と現 在 の 副 管長 で あ るシ ドニ

ー ・リグ ドン
， フ レデ リック ・G・ ウ ィ リア

ム ズ， そ して私が い ない場 で は(大 管長 を さ

す)十 二使 徒 を統 轄 す る大 管 長会 とい うもの
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は存 在 しな い。』」(pp.105-6)

ジ ョセ ブ ・ス ミスの死 去 に伴 い， ブ リガム ・

ヤ ン グを会 長 とす る十 二使 徒会 が教 会 を管 理

す る こ とに なっ た。 彼 らは3年 半 の問 ，教 会

の諸事 を取 りし きった。 その後 ブ リガム ・ヤ

ングが教 会 の大管 長 に選 ばれ， 彼 が 副管長 を

選 び， 任 命 した。 彼 の死 後3年2カ 月た って

大管長 に ジ ョン ・テ イ ラー が任 命 された 。 ジ

ョン ・テイ ラー の死後 は，1年9カ 月で ウ イ

ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フが大 管長 に選 ば れ，

聖任 され た 。そ れ以 来， 大管長 の死去 か ら次

期 大 管長 の任 命 まではほ ん の数 日を待 っ だ け

とな った。

私 は，1973年12月26日 にハ ロル ド ・B・ リ

ー大 管長 が 突然 に他 界 してか ら後 の こと を具

体 的に説 明 したい と思 う。 ア リゾナ州 フェニ

ッ クス で娘一 家 とク リスマ ス を過 ご して い た

時 に， リー 大管長 の 秘書 で あ るアー サー ・ヘ

イ コ ック兄 弟か ら電 話 を受 けた 。 リー大 管長

が重 体 で あ るため， で き るだけ 早 く帰宅 して

ほ しい との こ とで あ った。 それ か ら30分 後 に

また電話 が あ って，「主 のみ 旨に よって， リー

大 管長 は今 み もとに召 され ま した」 と言 わ れ

た。

私 が不 在 の ため ロムニ ー 副管長 が 教会 の事

務 を管理 して い たが ， その ロム ニー 副管 長 と

十 二使徒 評 議 貝会 のスペ ンサー ・W・ キ ンボ

ー ル会 長が 病 院に駆 け付 け て いた
。 リー 大 管

長 の死 後直 ち に， ロムニ ー 副管 長 は キン ボー

ル会長 に 向 き直 って 「あ なたにお任せ します.」

と言 った。 リー 大管 長 の死 去か ら十 二使 徒 会

が 教会 の管 理権 を引 き継 ぐまで ものの1分 も

か か.らなか ったの で ある。

リー大 管長 の葬儀 に引 き続 い て， キ・ンボー

ル会長 は12月30日 日曜 日の午 後3時 ， ソル ト

レー ク神 殿 の会議 室 に使徒 たち を召集 した。

ロム ニー 副管 長 と私 が先 任順 に従 って 十二使

徒 評議 員 の 席に加 わ ったの で， 出席者 は総勢

14人 に な った。 讃美 歌 を歌 い，続 い てロムニ

ー副 管長 の祈 りが あ り
， キ ンボー ル会長 が心

か らへ り くだ って彼 の思 いを 述べ た。.キ ンギ

ール 会長 は 先 日の金 曜 日に神 殿 で主 と語 り
，

新 しい責 任 を引受 け そ して副 管長 を選 ぶため

の導 ざを得 て祈?た 時， 涙 が出 て止 ま らな か

った と.言わ れた 。

私 た ちは神 殿 衣 を ま とい， 祈 りの輪 をつ く

った。 キ ンボー ル会 長 は私 に司会 を頼 み， ト

ーマ ス ・S・ モ ンソ ン長 老 に祈 りをお願 い し

た。 その後 で， キン ボー ル 会長 は集会 の 目的

を説 明 し， エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソン長老 か

ら始 め て定 員会 の会 員 を先 任順 に ひ と りず つ

呼 び， 大管 長会 をその 日に組織 す るか ， それ

と も十 二使 徒評 議 員会 で継 続す るか 意見 を求

め た。 全員 が 「今， 組織 す べ きです 」 と答 え，

キン ボー ル会長 と十二使 徒 当時 の彼 の働 きに

関 して賛辞 を述 べ た。

それか らエ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ン ソン長 老が ，

教会 の大 管 長 として スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ

ー ルの 名 を提案 した
。続 い てマー ク ・E・ ピ

ー ター セ ン長老 が支 持 を表 明 し
， 満場 一致 で

承認 され た。 その後 ， キ ンボー ル会長 はN・

エ ル ドン ・タナ ー を第一 副管 長 ，マ リオ ン ・

G・ ロムニ ー を第二 副管 長 に指 名 し， ふ た り

は それ ぞれ ， その役職 を喜 んで受 け， 全精 力，

全 時間 を捧 げ て働 く，こ とを表 明 した 。 この ふ

た りの 副管 長 も満場 一致 で承 認 され た。 その
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リー大 管長 の死去 か ら，

十二使 徒 会 が教 会 の管理権 を引 き継 ぐまで

ものの1分 とかか らなか った。

第 一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

大 管 長

ス ペ ン サ ー ・W・

キ ン ボ ー ル

後，十 二使徒 の 次席会 長 で あ るマ ー ク ・E・

ピー ターセ ン長 老が， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン

ソン長 老 を十二使 徒評 議 員会 の会 長 に指 名 し

た。 これ も満場 一致 で承 認 され た。

そ こで 出席者 全員 が スペ ンサ ー ・W・ キン

ボー ル長老 の頭 に手 をお き， エ ズ ラ ・タフ ト・

ベ ン ソン会 長が 彼 を末 日聖徒 イエ ス ・キ リス

ト教 会の 第12代 大管 長 に聖 任 した 。 それか ら，

キン ボー ル大管 長 がN・ エ ル ドン ・タナー 長

老 を大管 長 会 第一副 管長 に， マ リオ ン ・G・

ロムニ ー長 老 を第二 副 管長 に任 命 した。 キ ン

ボー ル 大管 長 は同 じよ うに して エ ズ ラ ・タフ

ト ・ベ ン ソ ン長 老 を十 二使 徒評 議員 会会 長 に

任命 し，祝 福 を授 け た。

十二 使徒 が11名 に な ったの で，定 貝 会の 空

席 を埋 め る新 しい人物 を召す こ とが必 要 にな

った 。教会 幹 部 が どの よ うに して召 され るか

は，興 味 あ る と ころだ と思 う。大 管長 は十 二
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使徒 た ちに， 新 たに使 徒 に召 され るにふ さわ

しい と思 う人の名 前 を推薦 して もらい， また

自分 で もふ さわ しい と思 う人の名 前 を考 えて，

最 終 的 には， 霊感 と啓 示 に よって選 ぶ の であ

る。 召 しは神 の霊 感 と啓示 に よる もの であ り，

事 実上 その教 会幹 部 は召 し と任命 を受 け る前

配ら袖 に雰.?.て詣名.註劃十;使 徒評護見会ρ

丞li逐を剰 ナているのである。

この こ とに関 してひ とつ の例 をお話 した い。

ヒー バー ・J・ グラ ン ト大管 長が 実際 に経験

した こ とだ が， 彼が 十二 使徒 評議 員会 の会員

で あ った時， 大 管長 か ら十二 使徒 の空 席 を埋

第 二 副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

十 二 使徒 評 議 員 会会 長

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

め る人物 の候 補者 と して氏名 の提 出 を求 め ら

れ た。 その たび に彼 は ご く親 しい ひ と りの友

人 の名 を挙 げた 。 しか しそ の人 は一 向 に選 ば

れ なか った 。そ こで グラ ン ト大管 長 は あ る時 ，

も し自分 が大 管長 に な って， 十二 使徒 会 に空

席 が あった ら， そ の人 は実 にふ さわ しい人 な

の で彼 を召す こ とに しよ う と考 え た。

や が て彼 が大 管長 に な り空席 の補 充が 必要

に な った。 彼に は，望 む 人が い た。 しか し 自

分 は主 のみ ここ ろにか な う人 を選 び たい と主

に祈 った。 その 時， グラ ン ト大管 長 の頭に 浮

ん で きたの は， 個 人的 には あ ま り知 らない メ

ル ビ ン ・J・ バ ラー ド長 老 の名 前 であ った。

しか もそ の名前 は ず っ と彼 の頭 を離 れ なか っ

たbこ う して グラ ン ト大管 長 は メル ビン・J・

バ ラー ド長 老 こ そ召すべ き人 であ る こ とを知

り，結 局バ ラー ド長老 が指 名 され， 十二使 徒

に よって承 認 されたの で あ った。.
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次 に，私 自身の経 験 もお 話 して お きた い。

私 は1960年10月 カナ ダのデ ルバ ー タ州 カル ガ

リステー キ部 のス テー キ部長 であ っ た時に，

ソル トレー ク ・シテ ィーの総：大 会 に 出席 した。

金曜 日の夜 に ホテル に電 話 が あ って， マ ッケ

イ大 管長が 翌 日，土 曜 日の 朝に 私 と会 い たい

とい っこ とで あ った。 当然， 何 の話 が あ るの

か気 にな り， その晩 は 熟睡 で きなか った。私

は約 束の時 刻 に大管 長 の事 務 室 で大 管長 と会

った。私が 彼 と向 き合 っ た椅 子 に腰 を下 ろす

と， 彼は私 の 目を見 詰 めて， 手 を私 の ひ ざに

置 き，こ う言 った。 「タナー ス テー キ部長 ，主

が あなた を十二 使徒 補助 として 教会 幹部 に 召

す こ とを望 ん でお られ ます 。」そ して，マ ッケ

イ大 管長 は私 の気持 ちを尋 ね た。

私 はそ の時 どう答 えたか， は っき り覚 えて

い ない。 身に余 る光 栄 と思 い， 非常 に不 適格

とは思 うが ，喜 ん で召 しを受 け ，す べ ての 時

間 と精 力 を傾け て主 の み業 に携 わ るつ も りで

あ るこ とを伝 えた。

その朝， 私 の名前 が フ ラ ンク リン ・D・ リ

チ ャー ズ， セ オ ドア ・M・ バー トンの両 長老

と共 に呼 ばれ， 十二 使徒 補助 に 支持 された 。

私 たちは大 会 で承認 され た。全教 会 の役 員 は

それ ぞれ の レベ ル で， これ とまっ た く同 じ方

法 で選 ばれ る。

ここで 「不賛 成」 の挙 手 をした 人につ い て

は ど う扱 うか とい う疑 問に 答 えた い と思 う。

一度
，1977年10月 の 大会 で そ うい うこ とが あ

った 。その模 様 につ い て聞 き及 ん でい る方 は，

反対者 が反 対の挙 手 の記 録 を残 させ よ うと し

た こ とを思 い 出 され るであ ろ う。不 賛成 の挙

手 につ いて は次 の よ うな手続 き を取 る。 反対
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した ひ と ウを除 く出 席者全 員 が支持 した の で，

私 は 彼に ヒン クレー長 老 に会 っ てい ただ い た。

その 目的 は， 提案 された役 員 を支持 で きな い

理 由 を聞 くため であ る。 彼 にそ の機 会 を与 え

て，支 持 す るに ふ さわ し くない正 しい理 由 を

彼が もし知 って い るので あれ ば， そ れ を面 接

した相 手 に告 げ， 面接 者 が大管 長会 にその 旨

を伝 え るの であ る。

私 は， ニ ュー ジー ラ ン ドにス テー キ部 を再

組 織す る召 し を受 け た時 の経験 をこ こで， お

話 したい と思 う。 ニ ュー ジー ラ ン ドの 会員 で

私 が過 去 に会 っ てい るの は， それ ま での ステ

ー キ部 長 た だひ と りであ っ た
。私 はニ ュー ジ

ー ラン ドの ステー キ部 の監 督 と高等 評議 員 の

リス トを頼 ん で， そ の リス トを読 み通 した。

す る とそ の 内ひ と りの名前 が 印象 に残 っ た。

キ ャンベ ル とい う名 であ っ た。何度 リス トを

読 ん でみ て も， そ こに 目が行 っ た。 バ ンデ ン

バ ー グ監督 も同行 してい て，導 きを祈 っ た後，

ふ た りで全 員 を面接 した。

面接 が全 部終 わ る と，私 はバ ンデ ンバー グ

監督 に，「主 に導 きを願 い ま しょう」と言 った。

こ う して祈 り終 えた後 ，「もしあなたに責 任 が

あっ た ら， ステー キ部 長 にだ れ をお選 びに.な

ります か」 と彼 に尋 ね た』

す る とバ ンデ ンバ ー グ監 督 は 「ビル ・キ ャ

ンベ ル 兄弟 です 」 と答 え た。私 は彼 の名 を 口

に出 してバ ンデ ンバ ー グ監 督 に言 った こ とは

一度 もなか った
。 これ は主 が任 命 に当 た って

導 い てお られ る こ とのひ とつ の証拠 で あ る。

こ こで十 二使 徒 の仕事 を幾つ か簡 単 に ご紹

介 しよ う。 十二 使徒 評議 員 会 は大管 長会 の指

示 の下 に宗 務 の全般 に責 任 を負 う。 七十 人 第



一 定員 会会 員 が受 け持 つ教 会 の宗務 を監督 す

るの もそ の責任 で あ る。7月 を除 き年 中全世

界 の教 会 で毎週 行 な われ てい るス テー キ部 大

会 の 日程 を組 み，教 会幹 部 の 出席 を割 り当て

るの も責 任 で あ る。

全 教会 幹 部 はス テー キ部大 会 の土 曜 日の夜

の集 会 と 日曜 日の一 般大 会 に 出席 して， その

地域 の教 会 員が よ り良 い生 活 を送 るこ とが で

きる よ う励 ま しを与 え る ため に 熱心 に 自分 を

備 えて い る。 そ してス テー キ部長 会や ステー

キ部 役員 と会 合 し， 進歩 状況 や改 善 の方 法 を

話 し合 う。教 会幹 部 は， 大会 の責 任や 旅行 な

どの ため に最 低2日 ， 長 い時 は3，4日 か ら

2週 間， 家 を留守 に す る。

十 二使徒 評議 員 会 は新 し く召 され た伝道 部

長 の セ ミナー と年1回 の地 区代 表 セ ミナー を

計 画 す る。教会 の 宗務 上 のプ ロ グ ラムに関 し

て教 会全体 の 活動 を監 督す る責 任 もある。(木

曜 日の集会 や その他 で大管 長会 と十 二使 徒会

が 行 な うこ とにつ い ては後 で説 明す るつ もり

であ る)十 二使 徒評 議 員会 は， ス テー キ部大

会 に 出席 した教 会幹 部 の報告 を聞 き，改 善 の

方 法 を討 議 す るため の集 会 を定 期的 に持 つ。

七 十 人 につ いて お話す る前 に， 繰 り返 し申

し上 げて お きたい こ とが あ る。教 会 が発 展す

るにつ れて助 け 手が 必要 に な り， その ため十

二使 徒補 助が 任 命 され る こ ととな った。 その

後， 十二 使徒 会地 区代 表 が召 されて， もっ と

密接 に ステー キ部 役 員 と接 触 して直接 に援 助

を与 える こ とが で きる よ うに な った。

教 会が発 展 して，大管 長 会 と十 二使 徒評 議 員

会が 七十 人第一 定員会 の発足 を決め たのが1970

年 代 であ った の は興 味 深 い。 当時十 二使 徒 補

助 に任 命 され て い た人々 が七 十人 に聖任 され

て，七 十 人第 一定 貝会 の会 員 とな った。

さ らに 多 くの地 区代 表が 任命 され ，遠 隔の

伝 道部 や ステ ー キ部 が教 会事 務 を補助 す る よ

うに召 された 人々 と身近 に接 触 で きる よ うに

な った。 この地 区代 表 は， ス テー キ部 ， ワー

ド部 ， 伝道 部 の運営 に 多 くの経験 を積 ん だ人

人 で あ る。

さて， 七 十 人につ い ては こ う記 されて いる。

「『七十 人』は十 二使 徒会 … …の指 揮 の下に教

会 を設 立 し， また よろず の 国民 に於 け る教会

の あ らゆ る事 務 を整 理す るに主 の御名 に よ り

て行 い， … …」(教 義 と聖 約107：34)も う一

度読 ん でみ た い。「教 会 を設 立 し，またよろず

の 国民 に於 け る教 会 の あ らゆ る事務 を整理す

る」 と書 か れて い る。 この七 十 人の責任 につ

いて は後 で もっ とお 話 した い と思 う。

教 会の 大祝福 師 は祝 福 を求 めて 来 る教 会員

に祝福 を与 え る。 また， 時々割 り当て を受 け

て教会 中 を回 り， 伝 道部や 祝福 師 の いない地

域 で祝 福 を施 す。

管理 監督 会 の会 員 は， 大管長 以 外の教会 幹

部 と同様 の手順 で召 され， 聖任 され る。 また

どこ のス テー キ部， 伝 道部 と特 定 されず， ど

の地 域 か らで も選 ばれ る。 そ して大 管長会 の

指導 の下 に， 教 会 の実 務面 の管 理 に当た る。

教 会 が どの ように管理 され てい るか をご説

明 したい。教 会 の運 営 に関す るこ とはすべ て

大管 長会 の指 導 下 に あるが， 事務 は おお よそ

3つ の領 域 に分 け られ る。麹 。は 太管 長会 が

真接蕪管 理す ゑ事 瓶.第.2娃 大管 長会 の指 導

耐 三あ.?コζナ ニ ∫吏律 が管 理熊 盈審撫 第3は

雄1量 会魚 墳 導二下にわ?.で 管 理箪 督会 が管理
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す る実務 で ある。

大 管長会 が 直接 に管理 歩 る事 柄 を幾 つか 挙

げ てみ よ う。 地域 大会 ，聖 会， お よび 予算 ，

教育 ，歴 史， 人事 の各 部 門，神 殿， 監 査， 相

互調 整評議 会福 祉 活動 な どで あ る。

十二使徒 の管理 下 には， 現 在5つ の 部 門が
　 ニロ コ イリコ 　ニ 　ロ　ア 　 　 　マ 　ほぼ ヨ ニド

あ る。 各部 門は十 二使徒 の指 示の 下 に2，3

人の七十 人が そ れ ぞれの職 員 と共 に運 営 に 当

たって い る。 そ の部 門 とは，神 権 ，伝 道， 系

図，指導 者養 成， 相互 調整 であ る。 この 内の

2，3の 部 門につ いて簡単 に ご紹 介 したい。

神 権部 門は メル ケゼ デ ク神 権 ，ア ロン神権 ，

補 助組 織用 の指導 資料 ， テ キス ト，手 引 き を

作 成 し， そ の利用 法 を決 め る。 さ らに活動 プ

ロ グラム を監 督 し， また教 会 の定 期刊 行物 を

担 当す る。

担互調 肇 部聞.は学 習 コー スの全 資料 や教 会

の定期刊 行物 に掲 載 す る教 義 や規 準 な ど を調

べ ，相 互調 整委 員会 に報告 す る。 相互 調整 委

貝 会 は以上4部 門の 各管理 部 長 と相互 調整 部

門の管理 部長 お よび管 理 監督 と教 育委 員長 に

よっ て構 成 され て いる。 こ こで個 人 に神殿 活

動 ，伝 道活動 お よび教 会 の各 組織 の責 任， さ

らに生 活面 で よ り良 い備 え をさせ るため のア

イデ ィア を出 し合 い， 指導 ， 訓練 を行 な うた

めの全 資料 が相互 調 整 され る。つ ま り教会 の

全 プ ロ グラムの 目的 は個 人が 永遠：の生 命 を受

け られ る よ う備 え させ るこ とで あ る。

伝 道部 門 は宣教 師養 成 あ るいは伝 道 活動 で

使 う伝道 資料 を準 備 し，宣 教 師に伝 道 地 を割

り当て，訪 問 者 セ ンター の運営 ， 管理 を行 な

い， その他 伝 道活動 に関連 した事柄 を処理 す

る。
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宣教 師 が どの ように して 召 され るか ， その

手 順 に は皆 さん も興 味 をお持 ち であ ろ う。 監

督 は両 親 に話 す 前 に宣 教 師志 願 の当 人に まず

話 をす る。 だれ に も知 られ ない前 に， その 人

がふ さわ しいか どうか， ど うい う考 え を持 っ

て い るか な どを判 断 す るため で あ る。 そ の人

がふ さわ し く， また伝 道 を望 ん でい る と分 か

っ た場 合 ，監 督 は その こ とを両親 に話 し， 万

事 整 っ てか らそ の兄 弟(あ るい は姉 妹)を ス

テー キ部 長 に推 薦す る。 ス テー キ部長 は その

人 と面接 して資格 と態度 を見 る。 そ してふ さ

わ し く， しか も喜 ん で伝 道 に出 たい とい う気

持 ちが あ る と判 断 した ら大管 長会 に推 薦す る。

どの伝 道地 に 派遣 す るか を決め るに当 た っ

て は，推 薦状 に 記 され た本 人の適性 ， また そ

の時 点 で宣教 師 が必要 な伝 道 部 な ど幾 つか の

点が考 慮 され る。 そ して霊 感 に よ り， そ の人

が最 も良 く主に仕 え るこ とので きる伝 道地 へ

召 され るの で あ る。 大管長 か らの召 しが本 人

に届 くと， 宣教 師 はそれ を受 け取 り次 第， 大

管長 に返事 の手紙 を送 る こ とに な って いる。

宣教 師の 召 しにつ い てあ る話 を思 い出す 。

そ れは主 の み業 が主 の霊 感 に よって導 かれ て

い る こ とを示 す もの で あ る。 そ の よ うな話 は

幾 らで もあ るが， 一例 を ご紹 介 した い。 あ る

時，伝 道 部 門の 幹部書 記 が 召 しの手紙 を宣 教

師志願 者 た ちに送 った後， 合 衆国 西部 の あ る

伝 道部 に割 り当て を受 け た青 年 の母親 か ら電

話 が きた。 その青 年 の父 も祖 父 も ドイ ツで伝

道 し， ドイ ツの伝 道 を希望 して いたの で， 自

分 も夫 も非常 に が っか りした とい う話 で あ っ

た。

書 記が そ の母親 に， 青年 は ど う思 って い ま



すか と聞 い た とこ ろ，学校 に行 って い るの で

帰 らない内 に 自分 が 手紙 を開封 した とい う。本

人 は まだ 自分 の伝 道 地 を知 って い なか った の

で あ る。 書記 は， 大 管長 か ら青年 が受 取 るべ

き大切 な手紙 を母 親 が開 い た こ とに 驚 きの気

持 ち を述 べ， 青年 が 自分 で手 紙 を読 ん だ後 で

また電話 をほ しい と言 った。

その翌 日， 母 親か ら謝 罪 の電話 が 入 り，青

年 は召 しをひ たす ら喜ん で い た とい う。 青年

は 内心外 国 で伝 道す る召 しを受 け ない よ うに

祈 って いた とい っこ とであ っ た。

さて， ここ で地方 分権 とで も言 うべ きこ と

に関 して であ るが， 教会 の世 界 的発 展 に よ り，

中央 か らの分 散 ，特 に教 会 が著 しい発展 を遂

げ て いる地域 では教 会員 の組 織 と訓 練が 急務

とな って い る。 新 しい支 部， 地 方部 ， ワー ド

部， ステー キ部 は， 教会 の運 営 に 関 して経験

の 少 ない教 会員 が大 半 で ある。 例 えば， 私 が

2年 前 にベ ネ ズエ ラの カ ラカ ス を訪 問 した時，

伝 道部長 は教 会 員 の集会 を開 いたが3～400人

いた 出席者 が皆 教会 に入 って5年 未 満 で あ っ

た。去年 は カラ カス にス テー キ部 が組織 され

たが， 教会 経験 が一 番長 い人 でた っ たの7年

で あった 。 この よ うな発展途 上 の地 域 の教 会

の 組織 に 多 くの訓練 と援 助 が必 要 な こ とは，

だれ の 目に も明 らか であ る。

1960年 か ら1976年 ， す なわ ち私 が教 会幹 部

に在職 してい る期 間 に教 会 が どれ ほ ど発展 し

たか とい うこ とで あ るが， 教会 員数 が この間

に以 前の2倍 を越 え た。合 衆 国 と カナ ダ以外

で，会 貝数 は397パ ー セ ン トの増加 であ る。

この6年 間で合 衆 国 とカナ ダ 以外 の ワー ド部

数 は278か ら892に 増 え， ステ ー キ部数 は48か

ら143に 増 え た。1977年9月 の 統計 をご紹 介

す る と， ステー キ部862， ワー ド部5648， ス

テ ー キ・部 内の独 立支 部1495， 伝 道部158， 宣

教 師24，000名 あ ま りであ る。

こ の よ うな責 任 の拡 大 に対処 す るため， 私

た ち は世 界 をゾー ン とエ リア(地 域)に 分 け，

それ ぞれ ゾー ンア ドバ イザ ー と地 域 担 当教 会

幹部 が 管理 す る よ うに しだ。合衆 国 外 には5

つ の ゾー ン と12の 地 域 が あ る。合 衆 国内 お よ

び 国 外 と もゾー ンア ドバ イザー と地 域担 当教

会 幹部 は全 員 が七 十 人第一 定員 会の 会 員 であ

る。 ゾー ンア ドバ イザ ー は教 会 本部 に留 ま り，

合 衆 国 とカナ ダ以 外 の地域 の地 域 担 当教 会幹

部 は それ ぞれ 自分 の地 域 内に居 住 す るこ とに

な って い る。

地域 担 当教会 幹 部 は地 区代.表を管 理す る。

地 区代 表 は前 に も述べ た ように，経 験豊 かな

適 任 者で ， で きれば その 地域 に近 い場所 に居

住 す る人 が望 ま しい。地 区代 表 はそれ ぞれ幾

つ か のス テー キ部 ，伝 道 部 を指導 す る。 これ

に よ り， ス テー キ部 ，伝 道部 の指 導者 は ソル

トレー ク ・シ テ ィー の本 部か ら直接 に指 示 を

受 け るこ とな く， 地 区代 表 を通 じて地域 担 当

教 会 幹部 と定 期 的 に接触 を持 ち指 示 を受 け る。

地 域 担 当教会 幹部 は処置 が必 要 な種 々の問題

に速 やか に対 応 す る こ とが で きるか らで あ る。

この 方法 に よって， 地方 レベ ル に 多 くの訓練

と援 助が 施 され る。 地域 担 当教会 幹部 は ゾー

ン ア ドバ イザ ー に報 告 し， ゾー ンァ ドバ ィザ

ー は十二 使徒 評議 員会 に報告 す る
。

さて，次に算難 賛会の責任を見てみよう。

先に指摘したように，管理監督会の会員は大

管長会から割 り当てられた実務全般に責任を

11
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負 う。 その 中に は，宗 務 部 門か らの要 請 に基

づ き， 土地 を取得 し， 建 物 を建 て， それ を維

持 す る といっ た施 設管 理 の ほか に財政 ， 会員

記録， 断食献 金， 什分 の 一， 購買 ，翻 訳 ，配

送 などの関連 事務 の管理 も含 まれ る。 また福

祉事業 部 を指 導 す る大 きな責 任 もある。 そ こ

で実施 され る主要 なプ ロ グラムや 方針 は大管

長会 ，十 二使徒 評議 員会 ，管理 監 督会，扶 助協

会会長 会か ら成 る福 祉活 動委 員会 で決定 され

る。福 祉活動 プ ロ グラム に は，全 世 界 のデゼ

レ ト産 業関 連事 業や ス テー キ部， ワー ド部，

伝道部 の福 祉 プ ロ グラム， 監督 の倉 庫 な どが

ある。

これ らの事 柄 を合 衆 国 とカナ ダ以 外 で実施

す るため に地域 管理 監督 が い て， 割 り当て ら

れ た地域 内に住 み なが ら地域 の実務 を管 理 す

る。 これ に よって， 地域 の教 会 員が 持つ 問題

に迅 速 に対 応 し，地 域 で適切 な訓練 を施 す た

め であ る。地域 担 当教会 幹部 と地域 管理 監督

は あ らゆる事柄 に対 して完全 に協 力 して働 く。

次に大管 長 会 であ るが， 大管 長会 は毎 週，

火， 水， 木， 金曜 日の 午前8時 ，議事 録 を作

成す る書 記 を交 えて会合 を持 つ 。討 議 には 大

管長 会 に寄 せ られ た通信 物 も加 え られ る。取

るに足 らな い小 さな質 問か ら， ス テー キ部長

会 と高等評 議 員会 に よ る破 門 の決定 まで あ ら

ゆる事 柄 が ある。 服装や 身 だ しな みの標 準，

催 眠術，安 息 日の 守 り方， 聖 句の解 釈， 集 団

感受 性訓練 ， 結び 固め， 地 域 の役 員に対 す る

不満 ，霊魂 再 生説， 献体 や 臓器 移植 ， 火葬，

法律 問題， そのほ か際 限が な い。

それ に加 えて，新 しい神 殿長 会 の選 任や神

殿 用地 の選 定， 建築 時期 の 決定 ，十 二使 徒 評
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議 員会や 管理 監督 会 との会合 で話 し合 う議題

の決 定 もあ る。聖会 や世 界 各地 で開催 され る

地域 大会 の 計画 も立て なけ れば な らな い。

火曜 日の 朝10時 か らは， 大管長 会 と4名 の

十 二使徒 と管理 監督 会 で構 成 され る支 出承認

委 員会 の会合 があ る。 こ こで は， 各部 門の長

か ら提 出 され た支 出案 を検討 し， 予算 配 分 を

決定 す る。 一例 と して， 総合 施 設部 か らは ス

テ ー キ部， ワー ド部，伝 道 本部 ，訪 問者 セ ン

ター な どの 土地 と建 物 の取得 にかか る経 費や

維持 費 の支 出 申請 が提 出 され る と， そ れにつ

いて話 し合 わ れ る。 また管理 監 督会 は福 祉計

画 に要 す る経 費の 申請 をす る。

水曜 日の 大 管長 会の 会合 で は，歴 史部 ， 人

事 部， 広報 部 な ど大管 長会 の 直接 の管轄 下 に

あ る各 部 門の長 か ら報告 を聞 く。重要 な訪 問

者 との 面会 は 水曜 日の 午前 中 に組 み込 まれ る。

私 は訪 問者 か ら直 接， 間接 に， 手紙 や 口頭 で

大 管長 の 印象 を伺 い， 大管 長 の影響 力 の大 き

さに いつ も感銘 を受 け て い る。

月に1回 の 水曜 日は，大 管長 会 と教会 教育

委 員会 と理 事 会の 合 同の会 合 を開 き，大 学や

イ ンステ ィテユー ト， セ ミナ リー その他 教 会

学 校 に関連 した全事 項 を処 理す る。 また 月に

1回 別 の水 曜 日には， 大管 長会 ，十 二使 徒評

議 員会 ，管 理 監督 会 で構成 す る相互 調 整委 員

会 が 開か れ る。 こ こでは管 理上 の 問題 を討議

決 定 して， 全 部 門の責 任 を明確 に し， その調

整 を図 る。 この会 に 引 き続 き， 先 に述べ た福

祉 活動 委 員会 が行 な われ る。

木 曜 日は午 前10時 か ら， 神 殿の会 議 室 で十

二 使徒 評議 員会 と会合 す る。 す でに十 二使徒

た ちは8時 か ら会 を開 いて いる。神 殿 が建 て



られ て以来 ，教 会 の指 導者 は この部 屋 で主 か

ら導 きを受 け て きた。 指導 者 た ちは こ こで特

別 な霊 的 な気 持 ち を経 験 し， しば しば 過去 の

偉 大 な指導 者 た ちの存 在 を感 じる こ ともあ る。

12人 の大 管長 と大 祝福 師 のハ イ ラム ・ス ミス

の 肖像 画 が壁 に掛 け られ て お り， また救 い主

が ガ リラヤ湖 で 弟子 た ち を召 して いる絵や そ

の ほか救 い主が十 字架 に掛 け られ てい る絵や

昇 天す る姿 を描 い た絵 な ど もあ る。私 た ちは

この会議 室 で， かつ て 多 くの立 派 な指導 者 た

ちが こ こに座 り， 主の 導 きの下 で重 要 な決 定

を した こ とを思 い巡 らすの で あ る。

木 曜 日の朝10時 に大 管長 会 が この部屋 に入

っ て来 る と， 十 二使徒 全 員 と握手 を交 わ し，

神 殿 衣 に着替 え る。 讃 美嵌 を歌 い， それか ら

聖 壇 の 周 りに祈 りの輪 をつ く り， ひ ざ まず い

て祈 りを捧 げ た後再 び普 段 の服 に着替 え る。

前 回の議事 につ いて話 し合 った後， 次の よ

うな事 項 につ いて 検討 す る。 ステー キ部長 の

推 薦 に よる監督 会 の変 更 の承認 これ はあ

らか じめ十 二使 徒 の集 会 で討議 済 みである(ち

なみ に 申 し上 げ る と1977年 一年 間 で毎週平 均

して25か ら30人 の新 監督 が承 認 され た)， 管

轄 区域 や役 員 の変 更 を含 む世 界 中のス テー キ

役 員支 持 の挙 手 を求 め るN・ エ ル ドン ・タナ ー第一 副管 長

召 しは神 の霊感 と啓 示 に よ るもの で あ り，事

実上 その教 会幹 部 は召 し と任 命 を受 け る前 か

ら神 に よっ て指 名 され， 十二使徒 評議 員会 の

承認 を受 け てい るの であ る。
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部， ワー ド部 ，伝 道 部， 神殿 の 組織 上 の変更 ，

補助 組織 の役 員 と運 営， 吝部 門 の長 か ら出 さ

れ た懸案， ス テー キ部大 会 その他 ， 葬儀 講

演会 な どで説教 を した時 の報 告 な ど。管 理や

方針 の変更 を考 慮， 承認 す るの は この場 で あ

り， この会 を経 て初 め て教会 の 公式 な方 針 と

な るので あ る。 この話 し合 いに つ いて ひ とつ

の経験 をお話 した い。

私 は今 で もその時 の こ とをよ く覚 えて いる

が あ る事柄 につ い て十二 使徒 たち の見解 が 異

な り，各 々率 直 に意 見 を述べ 合 っ た こ とが あ

った。マ ッケ イ大管 長が 討論 を ま とめ 「私 は

こ うすべ きだ と考 え ます 」 と言 っ た時， 私 は

隣 りの兄 弟に こ う言 った。

「大管長 が 必ず正 しい答 え を ま とめ て下 さ

るのは素 晴 ら しい こ とです ね。 み ん なが それ

は正 しい と感 じられ るで はあ りませ ん か。」

す ると同僚 は私 に向かって， 「神 の予 言者 で

すか ら」 と答 えた 。 この よ うに して， こ こで

の決 定は決 定以 前 の各 々 の気持 ちにか か わ り

な く，全 員一致 の決 定 とな るので あ る。

毎 月第一 木 曜 日は大 管長 会 と全教 会 幹部 す

な わち十 二使徒 ， 大祝福 師， 七 十 人， 監督会

の集 会が あ る。 この会 で プ ロ グラムや手 続 き

の 変更が 発表 され， 各 自の義 務 と責 任 が指示

され る。 大管長 が証 を述 べ る人 を指 名 し， そ

の後 全員 が神 殿衣 に着替 えて聖 餐 を受 け，全

員 で祈 りの輪 をつ くる。祈 りが すべ て 終 わる

と大 管長会 と十 二使 徒評 議 員会 を除 く全 貝 が

退 出 し，残 った人 々 は服 を着 替 え て通常 の 木

曜 日の事務 に就 く。 そこ で言 われ た こ とや行

な われ たこ とは書 記が記 録 して報告 す る。

木曜 日の集会 が終 わる と， 大 管長 会 と十二
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使徒 評議 員会 は特 別 に用意 された部 屋 で昼 食

を取 る。 この部 屋 に は最後 の 晩餐 の美 しい絵

が掛 か って い る。 くつ ろいだ ひ と ときに， 経

験談 や 共通 の 話題 が はず む。 時間 が あれば そ

の 中か ら幾つ かの お もしろ い話 をご紹 介 で き

るの だが …… 金曜 日の午 前9時 に は， 大管 長

会 と管 理 監督 会が 会 って， 運営 上 の問 題 につ

いて報告 を受 け， 話 し合 い を行 な.う。

御 存 じの よ うに教会 は ボ ネ ビル ・イ ンター

ナ シ ョナ ル ・コー ポレー シ ョン，ベ ネフ ィッ

シ ャル生 命保 険会 社， ホテル ・ユ タ， ザ イオ ン

ン ズ ・セ キ・ユ リテ ィー ズ ・コー ポ レー シ ョン，

デ ゼ レ ト新 聞 社， デゼ レ ト・ミュー チ ュア ル ・

ベ ネ フ ィ ッ ト ・ア ソ.シエ ー シ ョンな どの教 会

と公 共に奉 仕 す る会社 を所有 してい る。教 会

が 税 金 を払 って い ない とい う誤解 が一 部 にあ

るが， それ を正 してお きた い と思 う。教会 所

有 の会 杜 はす べ て， 他の 会社 と同様 に税金 を

払 って い る。

私 た ちは常 に， それ こそ毎 日， 次 の よ うに

願 い， 祈 って い る。 教会 が大 管長 会， 十二 使

徒 評議 員会 ， 大祝 福 師，七 十 人 第一定 員会 ，

管 理 監督 会 な どの責 任 あ る地位 にあ る人 々 よ

り， 主の み こ ころの ま まに管 理運 営 され， 地

域 の役 員 が祝 福 され， 導 かれ るよ うに と。私

は， この教 会 が神 の 予言 者 を通 じ，主 ご 自身

に よって 導か れ て いる こ とを証 し，私 た ちす

べ て が その こ とを知 り，教 会 員 であ る こ とを

感 謝 し， 永遠 の生 命 を受 け るべ く熱心 に備 え

る こ とを心 か ら祈 る もの で あ る。 イエ ス ・キ

リス トの み名 に よ り申 し上げ る。 アー メン。



回復の時代

グ レ ン ・M・ レ オ ナ ー ド

福 音 と真 の教会 の 回復 につ い ての説 明 は・

末 日聖 徒 で あれ ば だれ で も知 って いる あ

の ジ ョセブ ・ス ミスの最初 の示現 に始 まるの

が常 で あ る。 しか し教 会 歴 史 シ リー ズの序 文

と して ，教 会の 回復 が起 きた背景 を詳 し く見

るの も価 値 あ る こ とで あ る。 ジ ョセ ブ ・フ ィ

ー ルデ ィン グ ・ス ミス 大管長 の 言葉 を借 りれ

ば ，ま さに それは 「よ り良 い時代 の 夜明け が

1830年 教 会 の組 織 に加 わ っ た6人 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス ・ジ ュ ニア は彼 らの面 前 で啓示

を受 け， そ れ が現 在 の教 義 と聖 約20章 とな って い る。主 は この 啓 示 を通 して， この神

聖 な集 会 で 支持 さ れ た管理 役 員 を承 認 され た。
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回復の時代

国 々に訪 れた 」 とい うこ とであ る。(「教 会歴

史粋」 第11版p.18)

合衆 国に お いて宗教 の 自由に た ど りつ くま

での長 い歴 史 の道程 は数 百年 をさか のぼ る。

宗 教改 革は御 存 じの よ うに 中世 の教会 に対す

るマ ルチ ン ・ル ター の抗議 文 に よ って 口火 を

切 ったが， こ とジ ョセ ブ ・ス ミス と関 わ りの

あ るニ ュー イ ン グラン ド地方 の宗 教 に関 す る

限 り， よ り重 要 な キ リス ト教 改革 者 は スイ ス

の神学者 ， ジ ョン ・カル ビ ンで あ る。 イギ リ

スの清教 徒 の一 団が既 存 の教会 か ら離 反 して

北 米の植 民地 に居 を求 め たの は， カル ビンの

教 えの影 響だ っ たの であ る。 こう して 清教徒

は ア メ リカの 宗教 観 を形成 す る諸概 念 の確 立

に寄 与 した。一 例 と して， 彼 らは 自ら を，新

世 界に シオ ンの町 として優 れ た キ リス ト教社

会 を建 設 す る神 の選 民 と見 て いた。

それ だけで は なか った。確 か に清 教主 義 は

イ ギ リス植 民地 に圧 倒 的 な影 響 力 を持 って い

たが他 の キ リス ト教 各 派 も植 民 地 に根 を下 ろ

すにつ れ て， 宗 教 の 多様 性 を持 つ 国 と して の

ア メ リカを特 色付 け るよ うに なっ たの であ る。

1776年 の ア メ リカ独 立戦 争 では政 教 分離 の政

治的風 土が で き， 宗 教 の 自由に大 き く貢 献 し

た。政教 分離 の動 きが新 生 国家 に広 が るにつ

れ，宗教 復興 の波 が 次々 と国中 を洗 い，1790

年代 に始 まって1812年 の 米英 戦争 後 まで 続 い

た。

その復 興運動 の頂 点に あ った所 が1820年 代

後期 のニ ュー ヨー ク州 西部 であ る。 そ こには

富 を求め て西 へ移 って きたニ ュー イ ン グラ ン

ド人た ちが人 生の 意義 を捜 して宗教 に 目 を向

け てい た。あ る人 々 は 自己の権 威 を振 りか ざ

して古代 の福音 の 回復 をい ろい ろ と試 み たが，

こ っい った人 々 をア メ リカ宗教 史 では復 古 主
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義 者 と呼 ん でい る。彼 らは しば しば，救 い主

の再臨 が切 迫 してい る とい う熱烈 な信仰 を唱

えた。

最 も活動 的 な復 古主義 者 グルー プの ひ とつ

はデ ィサ イ プル教 会 と呼ば れ， 彼 らは創 始者

の トー マ ス ・キ ャンベ ルお よび息子 の ア レ ク

サ ンダーに ちなん で キャ ンベ ル派 とも呼 ば れ

た 。後 に予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの 親友 とな

った シ ドニ ー ・リグ ドンは その最 も有名 な説

教 師の ひ とりであ った。 シ ドニー ・リグ ドン

は キ ャンベ ル派 に加 わ る前 はバ プ テス ト教 会

の信 者 であ っ た。 その ほか に もデ ィサ イプル

教会 に は後 に立 派 な末 日聖 徒 とな る求 道 者が

数 人 い た が， その 内の ひ と りが パ ー レー ・

P・ プ ラ ッ トであ る。彼 らが最 も引か れ たの

は，信 仰 ，悔 い改 め， バ プ テスマ ，聖 霊 の賜

とい う新 約聖 書 の基本 原 則の 回復 を強 く主 張

した点 であ った。 しか し新 しい改宗 者 の 中に

は， キ ャンベ ル派 に救 い の儀 式 を執 行 す る正

しい権 能 が あ るか ど うか を疑 う人々 が いた。

ほか に イエ ス ・キ リス トの真 の福 音 を求 め

る人 々の 中に， 西部 ニ ュー ヨー ク州 の ジ ョセ

ブ ・ス ミスの家 族 が あ った。 父の ジ ョセ ブ ・

ス ミス ・シニ ア と母 のル ー シー ・マ ッ ク ・ス

ミスはふ た りと もニ ュー イ ン グラ ン ド生 まれ

で ある。 ニ ューハ ンプ シ ャー州 の農 場 で もバ

ー モ ン ト州 の農場 で も
，石 の 多い土 壌や 早霜

や 不 作， チ フス の流行 な どで家族 は しば しば

困難 な 目に遭 って きた。1816年 に は つ いに，

ス ミスー 家 は8人 の子 供 を連 れ て西 方 に移住

した。そ して西部 ニ ュー ヨー ク州 の 緑 に包 ま

れ た丘の パ ルマ イ ラの小 村近 くに 開 墾地 を開

い た。50ヘ ク ター ル の農場 に 屋根 裏 を寝 室 に

した2間 の小 屋 を建 てた 。後 に この 開拓 小屋

の隅 に小 さな物置 きが増築 され てい る。



家族 は生 活 の糧 を得 るため に働 か なけ れば

な らなか っ た。父 の ジ ョセ ブは カエデ の樹 液

か ら砂 糖 を取 り， 息子 たち と一 緒 に井 戸 を掘

り，手 お けや た る を作 って売 った。 ルー シー

は油布 の テー ブル カバ ー を作 り，パ ンや パ イ

を焼 いて市 に 出 した。 近 所の 人々 は ス ミス家

の 人 々 を信 頼 で き る働 き者 の一 家 と見 るよ う

に な った。

こうい う田舎 で教育 の機 会 も限 られ て いた

が， ス ミス家 の子供 た ちは年 に3カ 月程 学校

に行 き， 読 み書 き と算数 の基礎 を学 ん だ。 中

で もジ ョセブ ・ス ミス ・ジュ ニア は特 に本 に

関心 を持 ち， 独 学 で勉 強 した 。 ジ ョセ ブ は地

方新 聞 も読 み， 青年 討 論 クラブに も入 っ た。

母 のル ー シー は後 で ジ ョセブ を 「とて も静 か

で， 気 立 ての 良い子 」 だ った と語 って い る。

ジ ョセ ブ は両 親 を尊 敬 し， 愛 と真心 を しば し

ば示 した。長 じてか ら も，快 活 な 人柄 で大勢

の 友達 が で きた。

ス ミス家 は どこの教会 に も属 してい なか っ

た が，家 族一 緒 に聖 書 を勉 強 して いた 。1819

年 頃に はパ ルマ イラか らマ ン チェ ス ター 一帯

の教 会 につ い て研 究 し始 め たが， その年 に メ

ソ ジス ト派 が ス ミス家 の農場 が ら16キ ロ程離

れ た ビエナ で年1回 の大 会 を開 い た。教 派 の

方針 を審議す るため に大 勢 の牧 師 た ちが 集 ま

り， 大会 後， 彼 らは当 時の慣 例通 り村 々に 出

て行 って野 外集 会や 伝道 集会 を開 いた。 こ う

してバ プテ ス ト派や 長老 派 の伝道 師 た ちは改

宗 者 を獲 得す るため に巡 り歩 いて いた の であ

る。 そ して ルー シー ・ス ミス と娘 の ソフ ロニ

ア と息子 のハ イラ ム とサ ミュエ ルが 長老 派教

会 に加 入 し，1828年 頃 まで教 会 に集 っ て いた。

しか し， ジ ョセ ブ ・ス.ミス ・シニ ア とウ ィ リ

アム ・ス ミス， それ に ジ ョセ ブ ・ス ミス ・ジ
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ユニア は どの宗 派 に も加 入 しなか った。

そ うい う牧師 た ちの福 音伝 道 は ジ ョセ ブ ・

ス ミス ・ジュ ニア を啓発 す る どこ ろか 幻滅 さ

せ たの であ る。 彼 は熱狂 的 とも思 える信仰復

興 の運動 こそが信 者 た ちの 間の混 乱ぶ りを示

す もの と考 え てい た。 ジ ョセブ は1835年 にこ

う述懐 している。「私 はだれが正 し くだれが誤

ってい るか， 分 か らなか っ た。 しか し自分 だ

け は正 し くあ ろ う。 それ が私 に とって一 番大

切 な こ とだ と考 えて い た。」(「BYU紀 要 」9：

248，1969年 春)

ジ ョセブ は改宗 者 の争奪 戦 を演 じて い る宗

派 の どれに も加 入 しなか っ たが， 当時 あ った

キ リス ト教 の各 派 を入念 に研 究 し， 調べ ，思

索 した。 そ の結果 ，新 約 時代 の教 会は地 上 に

現 存せ ず ， 人類 は 「真 実 の生 きた信 仰 か ら背

反 してい る」 とい う結 論 に至 っ た。(「BYU紀

要 」9：279)あ る 日， 彼 は聖書 を勉 強 して い

てヤ コブの手 紙 の中 に，祈 りに よって神 の知

恵 を求 め よ とい う霊感 され た勧 告 の言葉 を見

いだ した。(ヤ コブ1：5参 照)ジ ョセブは，

これ 以上 不安 の 中に 身 を置 きた くなけ れば古

代 の使 徒 の言 葉通 りにす る しか ない と考 えた。

1820年 の春 ， まだ15歳 に もな らない 少年の

ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 自宅 近 くの 人け の ない

森 の 中 でひ ざ まず き， 祈 った 。 その重大 な朝

につ いて 彼が 後 に語 った 説明 に よれば， ジ ョ

セ ブ ・ス ミスは その時 自分 の救 い と人類 の幸

福 の こ とを深 く考 えてい た とい う。 もっ と端

的 に 言 えば， ジ ョセ ブは真 実 の教会 が あ る と

す れ ば どの教 会に加 わ るべ きか 知 りたか った

の で あ る。 ところが，祈 り始め た ジ ョセ ブは

非 常 な苦 悶 を経験 した。祈 ろ うとす る と恐 る

べ き不 思議 な力に捕 らわ れて語 るこ とが でき

ない ので あ る。 もはや これ まで とい う思 いが
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頭 を よぎ り， だれ かが 歩 いて 来 る気 配 を感 じ

た と思 う と， す ぐに暗 闇 に包 み込 まれ て その

まま負け て し まうか と思 われ た。 驚 く少年 ジ

ョセ ブが それ で も救 い を求 め て心 の中 で祈 り

続け る と， 悪 の力 は消 え，代 わっ て輝 く光 の

柱 が森 の 中の ジ ョセブ を囲 ん で下 りて きた。

その非常 な明 る さの光 の 中にふ た りの輝 く御

方 が 見え た。 ひ と りが ジ ョセ ブの 名 を1呼ん で
一舌し掛 け

， も うひ とりを指 しなが ら 「こは わ

が 愛 しな り， 彼 に聞 け」 と言 わ れ た。

御 父 と御子 に まみ え る とい う神 聖 な示現 を

通 して ジ ョセ ブの疑 問は 答 え られ た。救 い主

は ジ ョセ ブに， 罪は赦 され た， どの教 会 も正

しい教 えのす べ て を持 ってお らず ，権 能 もな

く， 完全 な福 音 は将 来彼 に知 らされ る と告 げ

られた。

ジ ョセブ は 自分 が神 と まみ え たこ とを家族

や 親 しい友 人に話 した。 この話 をあ るひ と り

の牧 師に した ところ，牧 師 は ジ ョセ ブの話 を

鼻で あ し らい， 現代 に 示現や 啓示 が あ る はず

はな い と言 った。 ジ ョセ ブが再 び神 か らの導

き を得 るよ う備 えてい る間 に もそ の話 を信 じ

る者 もい れば， 逆 にあ ざけ る者 も大 勢 出て き

た。 しか しそ れ を通 して， ジ ョセ ブ ・ス ミス

は 自分 と同 じ ように神 の救 いの教 え を求め る

人々 を知 る こ とに な ったの であ る。 そ うした

人々の 多 くは1800年 代初 頭 の信仰 復興 運動 を

契機 に宗 教 に 目を向 け た人 々で あ った。

最 初 の示現 が あ ってか ら3年 半 の 間， ジ ョ

セ ブ ・ス ミス は普.通の農 夫 として平 凡な 目々

を送 って いた。 後に語 る よ うに， とき ど き陽

気 な仲 間 と交 際 して若 気 の余 り軽率 な行動 を

取 る こ ともあ った。 それ は生 来の快 活 さか ら

来 るち ゃめ っ気 とい った程 度 で しか ない のだ

壌 、

壕鞭
.蕊 剛 鯉

謡協

簿
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轟
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'

が， そ んな行 為 を示 現 で受 け た神 聖 な 忠告 に

反 して い るの では ない か と次 第に感 じ始 め る

よ うに な った。

そん な思 いが 頂点 に達 した17歳 の時， ジ ョ

セ ブ ・ス ミス は1823年9月21日 ， 自室 に引 き

こ もって祈 り始 め た。 す る と突 然， 部屋 中に

光 が満 ちて， ひ と りの 天使 が現 わ れた 。 自 ら

神 の使 い であ る と称 す るその天 使 は，1400年

前 にア メ リカ大 陸 に いたニ ー フ ァイの 民の最

後 の記録 者， モ ロナ イで あ る と言 った 。 モ ロ

ナ イの 言葉 に ジ ョセブ は 自分 の使 命 を改 め て

自覚 させ られ た。 そ して， モPナ イか ら，近

くの丘 にア メ リカの古代 住 民 と彼 らの 間に伝

わ った救 い 主の教 えにつ いて記 した神 聖 な 版

が埋 め られ て いる と告 げ られ た。 モ ロナ イは

そ の夜 と翌朝 に も う2回 現 われ て 同 じ言葉 を

繰 り返 した 。 ジ ョセ ブは，毎 年 そ の クモ ラの

丘へ行 き， 自分の 使命 に備 えて教 え を受 け る

よ っに言 わ れた。 つ いに1827年9月22日 ， ジ

ョセ ブに その 版が 託 され た。

この4年 の 準備期 間 に， ス ミス家 の生 活が

と りたて て変 わ った とい うこ ともなか った。

相 も変 らず一 家は 生計 の ため に働 いて いたが，

まだ抵 当に 入っ てい て地所 は借 りた形 なが ら，

木 造 の家 を新 築 した。 その 家 の完成 を見 ずに

1823年11月19日 ， 長 男のア ル ビ ンが亡 くな っ

た。 アル ビンは死 ぬ直 前 に，約 束が 成就 す る

よ うモ ロナ ィの教 えを忠実 に守 れ とジ ョセ ブ

を諭 した。

家計 を助 け るため に， ときど き若 い ジ ョセ

ブや ほか の.子供 たち も 日雇 い の仕 事 に 出 るこ

とが あ っだ。 ジ ョセ ブは1825年10月 に， 人 を

使 って廃坑 に な った スペ イ ン人の銀 山に埋 ま

って い る とい う宝 を掘 らせ て いたニ ュー ヨー

サ ス ケ ハ ナ 川 に 入 る

オ リ ヴ ァ ・カ ウ ド リ と ジ ョセ ブ ・ス ミス
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ク州 ベ イ ンブ リッジの ジ ゴサ イア ・ス トー ウ

ェル の所へ働 きに行 った。 ス トー ウ ェルは ジ

ョセ ブの.話か らむ だ な宝 捜 しをあ き らめ るこ

とに した。 しか し， ジ ョセ ブが 銀 山で働 いた

.ことか ら， 彼 には埋 もれ た宝 のあ りか を突 き

とめ る霊 力が あ る とい う噂 が 流れ た。 この 出

来事 は非常 に重 要 な意 味が あ る。 とい うの は，

これ が ジ ョセ ブ を陥 れ よ うとす る人々 の，一

連 の法廷 闘争 の発端 とな る出 来事 となっ たか

らであ る。

ス トー ウェル家 で働 い て いた間， ジ ョセブ

はア イザ ッ ク ・ヘ イル家 に下宿 したが ， そ こ

で娘のエ マ と知.り合 った 。ふ た りは1827年1

月18日 に結婚 し， パ ルマ イラの近 くのス ミス

家 の農場 に移 った。 その 秋，4年 目の しめ く

く りに予 言者 は クモラの 丘 でモ ロナ イか ら古

代 の版 を受 け取 っ た。 また 同時 に， 版 と共に

石 の箱 に収 め られ てい た ウ リム と トミム とい

う2個 の透 明 な石 を使 って翻 訳 を行 な う力 も

授 け られ た。 ジ ョセブ ・ス ミスは， そ の石 が

胸 当てに く くりつ けた 弓の ふ ちに はめ られ て

い たこ とを説 明 し， 次 の よ うに語 って い る。

「私 は このウ リム と ト ミム を使 い
， 神 の賜 と

力 に よ っ て記録 を翻 訳 し た。」(「教 会 歴 史」

4：537)

ジ ョセ ブが この神 聖 な記 録 を手 に入 れ るや ，

それ を盗 もう とす る者 が 出て きた 。予 言者 は，

樺 の木の くぼ みや豆 樽や 炉 石 の下 な ど， 数 回

金版 の隠 し場 所 を変 えた 。結局 エ マの 父 に勧

め られ てペ ン シルベニ ア州 ハ ーモ ニー に 引越

す こ とに決め た。 ジ ョセ ブ とエマ に は240キ

ロの旅 をす る費用 もなか っ た。 そ こで金 版に

関す るジ ョセ ブの言葉 を信 じて いた裕福 な農

場 主のマ ー テ ン ・ハ リスが50ド ル を援 助 して

くれた 。
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翻訳 の仕事 が始 まる と， マー テ ン ・ハ リス

は 版 の写 しを合 衆 国東部 に住む 学者 の所 へ持

って行 った。 彼は そ こで， コロ ンビア大 学 で

古典 研 究 に携 わ る有名 な チ ャー ル ズ ・ア ン ト

ン教授 とニ ュー ヨー ク在住 の 医師， サ ミュエ

ル ・L・ ミッチ ェル博 士 に ジ ョセ ブ ・ス ミス

の して い るこ とを話 した。 ふ た り.ともそ の変

体 エ ジ プ ト文 字 を解続 で きず， マ ー テ ン ・ハ

リスは ジ ョセ ブの仕事 が確 か に神 のみ 業 であ

るこ とを確信 して帰宅 した。 この事 件 は モル

モ ン経(IIニ ー フ ァイ27：6-20)に 語 られ

て い る予 言 の成就 で もあ った。 その 後数 カ 月

間， マー テン ・ハ リスは 予言 者が 古代 の 記録

の初 め の部分 を翻 訳 す る間， 筆記 者 を務 め た。

彼 は後 に， モ ルモ ン経の3人 の 見証 者の ひ と

りとな っ た。

マー テ ン ・ハ リスが手 書 きの 原稿 の最 初の

116ペ ー ジを借 り出 した の は， まだ 翻訳 半ば

の1828年 初 夏 の こ とで あ る。 それは ，お そ ら

く信者 で はな いハ リス の妻 の不 注意 か計 略 に

よ ってな くな ったか ，盗 まれ たか した の であ

ろ う。 そ の結果 翻 訳は しば ら く中断 した。 そ

して 啓示 に よ り再 び作業 を始 め た時 に は， し

ば ら くの 間エ マが筆 記 をした。 幸 い，マ ンチ

ェ スター の タウ ン シップ でス ミス家 に下 宿 し

て いた巡 回教 師の オ リヴ ァ ・カ ウ ドリが その

こ とを聞 き付 け て興 味 を持 ち， ペ ン シルベ ニ

ア州ハ ー モニ ー まで調 べ にや って 来 た。 そ し

て1829年4月 の上 旬 に ジ ョセ ブの筆 記 者 とな

った。予 言者 が カー テ ンー 枚 を隔 て て原文 を

一 語一 語 訳す か たわ ら
， モ ルモ ン経の 大半 を

記録 したの は この オ リヴァ ・カウ ドリで あ っ

た。

ジ ョセブ ・ス ミスは この時 期 に 多 くの 啓示

を受 け た。 明 らか に主 は，回復 され た イエ ス・

ぞ



つ

キ リス ト教 会 の土 台 を作 るに 当た って， この

年 若 い し もべ を導 い てお られ たの で あ る。教

会 の組 織 に先 立つ ひ とつ の重要 な段 階 に1829

年5月15日 の 出来事 があ る。 ジ ョセ ブ とオ リ

ヴ ァは記録 を翻 訳 して い る最 中に ， 罪の赦 し

を得 るた めの バ プテ スマ につ いて 読 んだ 。彼

らは その こ とにつ いて も っ と知 りた い と思 い，

ジ ョセ ブ ・ス ミスの家 に近 いサ スケハ ナ 川の

岸 辺 の森 に入 った。 そ こで祈 って いる と， バ

プテ スマ の ヨハ ネが光 の雲 に包 まれ て現 われ，

ふ た りの上 に手 を按 いて 彼 らに ア ロン神権 を

授 け た。 バ プテ スマ の ヨハ ネはふ た りに正 し

いバ プ テスマ の方 法 を教 え， ジ ョセ ブ とオ リ

ヴ ァは天使 の勧 め に従 い川の 中 で互 いにバ プ

テ スマ を施 し合 っ た。 それか ら1829年6月 末

ま でに， 古代 の使 徒 で あ るペ テ ロ， ヤ コブ，

ヨハ ネが 聖霊 の賜 を授け る権 威や 教会 を組織

す る権 威 を持 つ メル ケゼ デ ク神権 を回復 した。

この神 権 時代 初 の長 老， お よび使 徒 となっ た

ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リヴ ァ ・カ ウ ドリは，

こ うして救 いの儀 式 を執行 し，地 上 に神 の王

国 を作 る直接 の神 聖 な権 能 を受 け たの であ る。

ジ ョセ ブ は真 の教 会 の再建 を待 ち望 み つつ ，

1829年7月1日 に モル モ ン経 の翻 訳 を完 了 し

た。 ニ ュー ヨー ク州 フ ェ イヤ ットの ピー ター ・

ホ イ ッ トマ ー ・シニ ア の家 にお い てで あ った。

予 言 者 の仕 事 を援 助 しよ う とい う信 者 た ちの

小 さな集 ま りは 次 第に大 き くな り始 め た。 そ

してそ の支持 者 の 中に オ リヴ ァ ・カウ ドリ，

マー テ ン ・ハ リス， デ ビ ッ ド ・ホ イ ッ トマー

の3人 が い た。 彼 らは天 使か ら金 版 を見せ ら

れ， そ の証 人 とな った 。 この ほか に友 人や家

族 な ど8人 が 版 に手 を触 れ， 同 じ証 を した。

そ の両方 の声 明 は モル モ ン経 と一 緒 に 印刷 さ

れ た。 ジ ョセ ブ ・ス ミスは1829年6月11日 に

回復 の時代

版権 を取 り，8月 に はパ ルマ イ ラのエ グバー

ト ・B・ グラ ンデ ィン と新 しい聖典 の印刷契

約 を した。マ ー テ ン ・ハ りスが初 版の5千 部

にか か る3干 ドル を払 うこ とに し， 結局 農場

の一 部 を売 って 費用 を工 面 した。こうして1830

年3月 下 旬， モル モ ン経 の初 版 の装丁 本が配

布 され た。

教 会 を組織 す る時 は今や 熟 してい た。1830

年4月6日 ，30人 余 りの 人々 が フェ イヤ ッ ト

の ホ イ ッ トマー家 の 丸太 小屋 に集 まった。 こ

の神 聖 な場 に集 まった 人々 の内 の6人 が，法

律 に従 っ て正 式 な組 織発 起 人 とな った。 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス ・ジュニ ア， オ リヴ ァ ・カウ ド

リ，ハ イ ラム ・ス ミス，ピー ター ・ホ イ ッ トマ

ー ・ジュニ ア
， デ ビ ッ ド ・ホ イ ッ トマー，サ

ミュエ ル ・H・ ス ミス の6人 で あ る。出席者

全 員が， 「第一」お よび 「第二」の長 老 と称 さ

れ て いた ジ ョセブ ・ス ミス とオ リヴァ ・カウ

ドリを 自分 た ちの指 導者 と して受 け 入れ た。

こ っしたほ んの さ さや か な人 々の集 ま りか

ら始 ま った教 会 の組 織 は後年 非常 な勢い で大

き くな ってい った 。着実 な伝 道 活動 に よって

教会 が 発展 す るにつ れ， 神権 の 中の他 の職 が

設 け られ， 管理体 も一層 複雑 化 してい った。

そ う した発 展 の 中で教会 の正 式 名が 定め られ

た。現 在 は教義 と聖 約 の20章 として知 られて

い る啓 示 の 中で この教会 は「キ リス トの教 会」

と呼 ばれ る こ とが告 げ られた。 人々 は 「モル

モ ンの民」 とい う蔑 称 を使 い始 め てい たが，

一般 には数 年 間 「キ リス トの教 会」 とい う名

が 用 い られ た。や がて1838年4月26日 の啓示

に よ り， 「末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 」 と

い う名 称 が告 げ られ， 以来 この名が 確立 した。

(教義 と聖 約115：3-4参 照)

とILわ け教 会が 組織 された 直後 の数 カ 月は
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回復の時代

重要 な期 間 で あっ た。 こめ幼 い教 会 が他 の宗

教 組織 とど う違 っ てい るか を，知 識欲 旺 盛 な

求 道者 た ちに説 明 しな けれ ば な らなか ったか

らで あ る。 モル モ ン経 の予 言者 た ちが は っ き

りと示 して下 さっ た福 音 の諸 原 則 を一軒 一軒

説 いて 回 った。現 代 の啓 示， 生 け る予言 者，

神 権 を有す る唯一 の真 の教会 を求 め るこ との

大切 さ， 裁 きの 日に備 えて主 の戒 め を守 るべ

きこ とな ど説か れ たの で ある。

初期 の末 日聖徒 の宣教 師 た ちの精 力的 な活

動 は嘲 笑 と反感 を買 い， 暴 力 ざた にな る こ と

さえあ った。1830年 の夏 に は ジ ョセブ ・ス ミ

スが二 度 も捕 え.られ ， 治安 び ん乱 罪にか け ら

れ よ うとしたが， 証 拠 が ない ため に放免 され

た。や が て聖 徒 た ちは わず らいか ら逃 れ るこ

との で きる場 を求め て ニ ュー ヨー クを去 った

が ， 人々 の反対 は か えって信 者 た ちの 団結 を

助 長す るだけ であ った 。

教会 員 は回復 の良 きお とず れ を広 め よう と

す る召 しにす ぐさま応 じた。 どの改 宗者 も 自

分 を将 来 の宣教 師 と自覚 した。 ジ ョセ ブ ・ス

ミスは1829年 の啓示 の 中 で，「され ば汝 らもし

神 に仕 えん と望 む な らば， 汝 ら神 の業 に召 さ

る るな り」(教義 と聖 約4：34)と 告 げて

い た。教 会 設立 後 の2カ 月間 に， 正 式 に宣教

師制度 が確 立 され た。予 言 者 の弟 のサ ミュエ

ル ・ス ミスは初 め て宣教 師 と して 召 され た者.

の ひ と りであ る。彼 は 幾 ら メ ッセ ー ジ を伝 え

て もよい結 果が 得 られ ず落 胆 した が， 彼 の手

を経 て渡 され たモ ルモ ン経 に よってブ リガ ム ・

ヤ ン グや 多 くの人 々が 後 に教 会 に加 わ っ てい

る。

新 しい教 会員 の宗 教 的背 景 と言 えば， それ

が全 くまち まちで皆 ，初 期 の末 日聖 徒 の長 老

た ちが 説 いて 回 って いた地 方 の出 身で あ った。
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彼 らは長年 捜 し求 めて よ うや くこの福音 を見

いだ した とい った者ば か りで あ った。 そ んな

初 期 の改 宗者 の典 型 と も言 え る人が， パ ー レ

ー ・P・ プ ラ ッ トで あ る。 彼 は18歳 でバ プテ

ス ト教 会 に入 っ た。 しか し キ リス トの教 会 を

見 い だ した とい う満足 感が 得 られ ず，4年 後

に キャ ンベ ル 派に転 向 した。彼 は・シ ドニー ・

リグ ドンの説教 に感動 しつ つ も，救 いの儀 式

を執 行 す る権能 に まだ 疑 問 を抱 いて いた。 彼

が23歳 に な る1830年 に オハ イオ州 を離 れ伝 道

旅 行 に出掛 け ，ニ ュー ヨー ク州 ニ ュー アー ク

の近 くで モル モ ン経の こ とを知 った。 バー レ

ー ・P・ プ ラ ッ トは モル モ ン経 を読 ん で その

教 えを信 じ，伝 道 の途 中 で ジ ョセ ブ ・ス ミス

に会 い にパ ルマ イ ラへ 向 か った。 そ して この

福 音 に改宗 し， メル ケゼ デ ク神 権 を受 け て，

今 度 は 回復 され た福音 の教 師 として伝 道 の旅

を続 け たの であ った。

こ うして宗 教の 真理 を求 め てや まない 人々

が ，1820年 に ジ ョセ ブ ・ス ミス に初 め て与 え

られ た教 え， す なわ ち イエ ス ・キ リス トの権

威 や キ リス トの教 会 は既 存 の教 会 に は認 め ら

れず， それ らはや が て主 に よって選 ば れ た予

言者 を通 じて回復 され る とい う宣 言 を次 第に

受 け 入れ る よ うにな って い った。 そ して この

最 後 の神権 時 代 に この 地上 に神 の 王 国 を築 く

大 いな る業 は1830年 を期 して その 草創 の姿 を

は っ き りと見 るので あ る。

☆ ☆

'
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教会および世界史年表

教 会 世 界

1

1796ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス ・シ ニ ア と ル ー シ ー ・

マ ッ ク が ， バ ー モ ン ト州 タ ン ブ リッ ジ

で結婚 。

1801ブ リ ガ ム ∴ヤ ン グ， バ ー モ ン ト州 ウ ィ

ッチ ンガム で生 まれ る。 1803合 衆 国が ル イ ジア ナ地 方 を獲得 。

一 英 国 とフラ ンスの 間 で戦 争勃 発
。

1804ナ ポ レオ ン ， パ リで 皇 帝 とな る 。

1805ジ ョセ ブ ・ス ミス ・ジ ュ ニ ア ， バ ー モ 1804-26ラ テ ン ア メ リヵ の 国 々 の独 立 。

ン ト州 シ ャ ロ ン で 生 まれ る 。 1806イ ギ リス， 奴隷 貿易 を廃 止 す る。

1807ウ イ ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ ， コネ チ 1807.最 初 の キ リス ト教(プ ロ テ ス タ ン ト)

カ ッ ト州 フ ァ ー ミ ン トン で 生 ま れ る 。 伝 道 者 ロバ ー ト ・モ リソ ン 中 国 に 到 着 。

1808ジ ョン ・テ イ ラー ， イ ギ リス， ミル ン

ソ ー プ で 生 ま れ る 。
「

1812-151812年 戦争(英 米間 の戦 争)

1814ロ レ ン ゾ ・ス ノー ， オ ハ イ オ州 マ ンチ. 1814最 初 の蒸 気機 関 車が 走 る。

ユ ア で 生 まれ る。 1814-15ウ ィー ン会 議 。

1815ナ ポ レオ ン戦争終 結;ゲ ン ト条約

1816ジ ョ セ ブ.・界 ミス ・シ ニ ア の 家 族 が 二

ユ「 ヨ ー ク 州 パ ル マ イ ラ に 移 る 。

1818ジ ョセ ブ ・ス ミス ・シ ニ ア の 家 族 が 二

ユー ヨ ー ク 州 マ ン チ ェ ス タ ー に 移 る
ρ. 1820年 代 ウ ィ リア ム.・.E・ チ ャ ニ ン グ， ユ

1820ジ ョセ ブ ・ス ミス の 最 初 の 示 現 。 ニ テ リア ニ ズム運動 を指導 。

1823-27天 使 モ ロ ナ イ の 訪 れ 。 1823モ ン ロ ー 宣 言 。

1827ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス ・ ジ ュ ニ ア ， エ マ ・
Il825イギ リ

ス に初め て鉄 道 敷か れ る。

ヘ イル と結婚 。

1829ア ロン神権 ， メルケゼ デ ク神権 の回復 。
L.

1829ギ リシ ア 独 立 。

3人 の見証 者 モル モ ン経 の金版 を見 る。 1830フ ラ ン ス ， ベ ル ギー ， ポ ー ラ ン ドに お

モル モ ン経 の翻 訳 完 了。 け る 革 命;ド イ ツ ， イ タ リア ， ス イ ス，

1830モ ル モ ン経 の 出版 ，教 会が 組織 され る。 ス ペ イ ン ， ポル トガ ル に お け る反 乱 ，

ノ

デ ィサ イ プ ル 教 が 広 ま る 。

1830年 代 ウ ィ リア ム ・ミ ラー ， キ リス ト再

臨説 を唱 え る。

1831聖 徒 た ち， オハ イオ州 に集 まる よ う啓 1831ベ ル ギ ー 独 立 。

示 に よって指 示 され る。
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教会史跡を巡る

写真の旅

ノ ー ヴ ー ・ パ ル マ ィ ラ ・ フ ・ 一 ウ ェ ス ト・ヵ 一 トラ ン ド こ れ ら

の 地 名 は皆 ，私 た ち に とって 深 い意 味 を持 って い る。 とい うの は ，

こ の神 権 時 代 の 最 初 の 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス が 生 活 し， 働 き， 教

会 の た め に啓 示 を受 け た場 所 だ か らで あ る。 また 奇 跡 や 不 信 仰 ， 喜

びや 悲 しみ ， 霊 的 な顕 現 や 背 教 が 見 られ た所 で も あ る 。初 期 の 教 会

が 置 か れ て い た こ れ らの 地 に お い て， 人 々 は大 い に 霊 性 を高 め ， そ

の結 果 ， 後 の世 の 人 々 か ら尊 敬 され る数 多 くの 人 物 を生 ん だ 。 こ れ

ら尊 敬 さ れ る人 物 と して ， ブ リガ ム ・ヤ ン グ， ジ ョン ・テ イ ラー ， パ

ー レ ー ・P・プ ラ ッ ト
， エ ドワー ド・パ ー ト リッジ その 他 ， 大 勢 の 人

々が い る。 イ ンデ ペ ンデ ン ス ， フ ァ ー ウ ェ ス ト， カー トラ ン ドな ど

の地 で ， 初 期 の 聖 徒 た ち は 暴徒 や 頼 りに な ら な い 官 吏 ， 教 会 内部 か

らの 反 逆 者 や 背 教 者 た ち に よ って 試 し を受 け た 。

こ れ か ら今 日存 在 す る教 会 史 跡 を紹 介 した い と思 う。現 在 ノー ヴ

ー は
， 聖 徒 た ち が 住 ん で い た 頃 と同 じ よ うに 回復 す る た め に 多 くの

手 が 加 え ら れ て い る 。 しか しほ とん どの 史 跡 は， 様 相 が 大 き く変 わ

り， 当 時 を しの ば せ る面 影 は な い 。家 々 は 改 築 や 増 築 が 施 され ， 教

会 歴 史 に 登 場 し た頃 の 建 物 に 比 べ る とは るか に豪 華 な もの とな っ て

い る。 中 に は完 全 に 破 壊 され た もの もあ り， そ こ に建 物 が あっ た こ

と を示 す 土 台や 記 念 碑 だ け が 残 っ て い る。 そ の 一 方 ， 穏 や か な 川 の

流 れ と， 肥 沃 な 畑 ， 緩 や か な 起 伏 の 続 く丘 は ，150年 前 の姿 そ の ま ま

で あ る 。
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1.マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 トッ プ ス フ ィ ー ル ド

ト ップ ス フ ィー ル ドに は 長 年 に わ た っ て ス

ミス 家 の 地 所 跡 が 残 っ て い た。 ジ ョセ ブ ・ス

ミス ・シ ニ ア は1771年7月12日 ， こ の 地 で 生

ま れ た 。

2.バ ー モ)κ・.卜州 タ ン ブ リ ッ ジ

1791年;ス ミ ス 家 は 一 家 を あ げ て バ ー モ ン

ト州 タ ン ブ リ ッ ジ に 引 っ 越 す 。 タ ン ブ リ ッ ジ

で25歳 の ジ ョセ ブ ・ス ミス ・シニ ア は19歳 の

ル ー シ ー ・マ ッ ク と結 婚 。 ア ル ビ ン ， ハ イ ラ

ム ， ソ フ ロ ニ ア.， サ ミュ エ ル が 生 まれ る 。

3.バ ー モ ン ト州 シ ャ ロ ン

1804年 ，経 済 上 の 問 題 か ら，ス ミス 家 は シ ャ

ロ ン の ル ー シ ー ・.マッ ク ・ス ミス家 か ら農 場

、を.借 り た 。 ジ ョ セ ブ ・ス ミス ・シ ニ ア は 夏 の

間 は 土 地 を耕 作 し， 冬 は 村 の学 校 で 教 鞭 を執

ろ た 。 ジ ョ セ ブ ・ス ミス が 生 ま れ た の は1805

年12月23日 ， マ ッ ク農 場 に い る時 で あ る。

ジ ョセ ブ ・ス ミス の 生 誕100年 祭 で ，38.5

フ ィ ー ト(約11.7メ ー トル 。1フ ィー トを1

年 と して 予 言 者 の 生 涯 を 表 わ し た)の 花 こ う

岩 の 塔 が こ ② 跡 に 建 て ら れ ， 予 言 者 の 甥 に あ

だ る ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ ス に よ っ て 献 納 さ れ

た 。

4.バ ー モ ン ト州 ノ ー ウ ィ ッチ

こ こ で ス ミス 家 は3回 続 け て 不 作 に 遭 い ，

ニ ュ ー ヨー ク州 パ ル マ イ ラへ の 引 っ 越 し を余

儀 な くさ れ る6

5.ニ ュー ヨー ク州パ ル マ イラ

ジ ョセ ブ ・ス ミス ・ジュニ アが10歳 の時，

一 家 はパ ルマ イラへ 引 っ越す
。2年 後 ス ミス

家 は パル マ イ ラか ら南 に約3キ ロ下 った所で，

樹 木 に覆 わ れた ま まの未 開拓 の土地 約40.5ヘ

クター ル を購 入 した 。彼 らは最 初 丸太小 屋に

住 ん だ。数 年 後， 長 男の ア ル ビンが先頭 に立

って， 両 親 のため に9部 屋 もあ る木造 の家 を

建：て た。

(パ ル マ イラ， フォ ー コごナ ーズ)

パ ルマ イラの メ イン ス トリー トとハ イウ ェ

イ21号 線 の 交 差 点 に，地 元 で知 られ てい る

「フ ォー コー ナー ズ」 が あ る。 この 四角に は，

メソ ジス ト， 長老 ， 監督， バ プ テス トの4つ

の宗 派の 教 会が建 って い る。建 物 は どれ も当

時 を しの ばせ るほ どの古 い もの では ないが，

1820年 の 春， ジ ョセ ブが 「どの教 会が正 しい

のか 」 と森 に 入って祈 る動 機 とな った宗 教論

争 を思 い起 こ させ る。

(聖 な る森)

1820年 の 早春 ，若 きジ ョセブが 祈 るため に

入 って行 った聖 な る森 は，両 親 の家か ら西へ

400メ ー トルの所 に あ る。彼 は，神 会 とサ タ ン

につ いて この地 上の だれ よ りも深い知 識 を得

て， 森 を出た。

(ク モ ラ.の丘)

1823年 か ら1827年 にか け て受 け た示 現 で，

ジ ョセ ブ はパ ルマ イ ラの村 か ら約6キ ロ南 に

ある丘へ 行 くよ う指 示 を受 け た。 この丘 は後

に クモ ラの丘 で ある こ とが 確認 され た。 ジ ョ

セ ブ は ここで 金板 の 入っ た石箱 を見せ られた.。

p.32の 写 真説 明(左 上)イ リノ イ州 ノー ヴ ー にあ る七十 人 会 館 ，将 来 宣 教 師 に な る人 の訓 練 学

校 と して使 わ れ てい た。(右 上)ア ダム ・オ ン ダイ ・ア ーマ ン。(中 牙 左)七 十人 会 館 内部 。

.〈中央 右)イ リノイ 州 カ ー セ ー ジ に あ るカ ー セー2の 牢 獄
，1844年 ジ ョセ フ ・ス ミス.・ジ ュニ

ァ と兄 ハ イ ヲ ム は こ こで殉 教 す る。(下)イ リノ イ州 の モ ン トF一 ズ 渡河 地 ， 向 こう に流 れ る

大河 は ミシ ジ.ッ ピ川 。
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(マ ー テン ・ハ リス農場)

モル モ ン経 が翻 訳 され る と， パ ルマ イラの

富農 マー テ ン ・ハ リスは，初 版 の5千 部の 印

刷費 として3，000ド ル を払 うため 農場 を抵 当

に入れ た。後 に彼 は3人 の 見証 者 の ひ と りと

な った。

(ス ミス農場 を流 れ る小川)

ここ で何 人か が バ プテ スマ を受 けた と思 わ

れ る。

6.ペ ンシ ルベ ニア州 ハ ーモ ニー

ハ ー モニー はエ マの 出生 地 であ る。1827年

に結婚 してか ら， ジ ョセ ブは義 父か ら5.5ヘ

クタール の土地 を200ド ル で購 入 した 。そ の

後ふ た りは この 敷地 内 に建 て た，3部 屋 あ る

家に 引 っ越 した。 ジ ョセ ブ とエ マ の最：初 の家

であ る。サ スケハ ナ川 の土手 の近 くで ア ロン

神 権が 回復 され た。 そ れか らしば ら くして，

あ る人里離 れ た場 所 で ジ ョセ ブは メル ケゼデ

ク神権 を受 け た。

7.ニ ュ ー ヨー ク 州 フ エイ ヤ ッ ト

1830年4月6日 火 曜 日， ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス ・

ジ ュ ニ ア ， オ リヴ ァ ・カ ウ ド リ， ハ イ ラ ム ・

ス ミス， ピー ター ・ホ イ ッ トマ ー ・ジ ュ ニ ア ，

デ ビ ッ ド ・ホ イ ッ トマ ー ，お よび サ ミュエ ル ・

H・ ス ミ ス は ， ニ ュー ヨー ク州 セ ネ カ 郡 フ ェ

イ ヤ ッ トの ピー タ 「 ・ホ イ ッ トマ ー ・シニ ア

の 丸 太 小 屋 に 集 い ， 教 会 を 組 織 し た 。〔29ペ ー

ジ の 写 真(左 下)の 中 で ， 教 会 が 組 織 され た

場 所 は 大 き な 白 い建 物 で は な く， 写 真 右 下 の

四角 に 囲 まれ た 場 所 で あ る 。〕

フ ェ イ ヤ ッ トで，.モ ル モ ン経 の3人 の 見 証

者 は 神 に対 す る 証 を得 た 。 ま た ， 教 義 と聖 約

に 記 録 さ れ て い る20の 啓 示 は ，.高 価 な る 真 珠

の モ ー セ の 言 葉 や エ ノ クの 予 言 と 同 様 に こ の

地 で予 言 者 に 与 え られ た も の で あ る 。
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8.オ ハ イオ州 カ ー トラ ン ド

1830年12月 に予 言 者 は， オハ イオ州 力ニ ト

ラン ドの西 方に 会員(200名 はい た と思 われ る)

を集 合 させ る よ うに とい う， 啓示(教 義 と聖

約37，38章)を 受 け た。

46の 啓示 は，予 言者 が カー トラン ドに住 ん

で い る時に与 え られ た。

1832年12月 初 旬に， 主 は ここに 神殿 を建 設

す る よ うに 命 じられ た。神 殿 の献堂 式 は1836

年3月27日 に行 なわ れ，1週 間 後 の1836年4

月3日 にはか の栄 えあ る顕 現が 示 され てい る。

救 い主 イエ スは教 壇 の胸欄 にお 立 ちに な って

神殿 を受 け 入れ られ た。続 い てモー セ， エ ラ

イヤ ス， エ ラ イジ ャが 訪 れ この 時満 ちた る神

権 時代 の予 言 者 にそれ ぞれ の鍵 を授 け た。 こ

うして神 殿 はその 目的 を十 分に 果 た された。

カー トラ ン ドの 時代 に は数 百 名 の宣教 師が

送 り出 され，大 管 長会 が組 織 され た。 ジ ョセ

ブ ・ス ミス ・シニ アは 初代 の大 祝福 師 とな っ

た。 また カー トラン ドステ ー キ部 な らびに，

シオ ンの陣 営が 組織 された 。そ して， 十 二使

徒 評議 員会 と七 十 人第一 定 員会 も組織 され た。

9.オ ハ イォ州 ハ イ ラム

1831年 の 秋か ら1832年4月 にか け て，予 言

者 ジ ョセ ブはハ イラム にあ る ジ ョン ・ジ ョン

ソン家 に下宿 して いた。予 言 者 は ここか ら教

会 を管理 した。 また数 多 くの 啓示 を受 け， 聖

書 の霊 感 訳 に取 り掛か った。 こ こで大 会が 開

かれ， 集 まった 会員 た ちは 「誠 命 の書 」，す な

わ ち現 在 の 「教義 と聖 約」 を出版 す る こ とに

賛成 した。

1832年3月 ハ イ ラムで， 予 言者 ジ ョセ ブ と

シ ドニー ・リグ ドンは暴徒 に襲 わ れて体 中 に

ター ル を塗 られ， 羽 を付け られた上 ，手 荒 く

扱 われ た。
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10.ミ ズー リ州 イ ンデ.ペンデ ンス

1831年7月 予 言 者 は インデペ ンデ ン スに来

た時， この地 が 「シオ ンの市 」 として計画 さ

れ， 奉献 され るべ きで ある こ とを明 らか に し

た。神殿 が こ こに建 て られ るはず で あ った。

教義 と聖約 の57章 か ら60章 はこ こで受 け た も

の であ り，1831年12月 に は約2500ヘ クター ル

の神 殿用 地 を購 入 して いる。 しか しその後 の

2年 間， 末 日聖 徒 は迫 害 に遭 い，建 設 が始 ま

る前 に その地 を去 ら ざる を得 なか っ た。

II.ミ ズ ー リ州 フ ァ ー ウ ェ ス ト

1836年 か ら1839年 に か け て フ ァ ー ウ ェ ス ト

に 教 会 の 本 部 が あ り， 教 義 と 聖 約114章 と

115章 ，117章 か ら119章 は こ こ で受 け た もの

で あ る 。1837年 夏 に 神 殿 建：設 の 準 備 が 始 ま っ

た。 そ し て1839年7月4日 に 定 礎 式 が 行 な わ

れ た が ， そ れ 以 上 工 事 は 進 め られ な か っ た 。

教 会 の 第6代 目大 管 長 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ ス

は ，1838年11月13日 に こ の 地 で 生 ま れ た 。

12.ミ ズ ー リ州 ア ダ ム ・オ ン ダ イ ・ア ー マ ン

1838年5月 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 啓 示

に よ り， ス プ リ ン グ ヒ ル に 近 い こ の 場 所 を ア

ダ ム が こ の 世 を去 る3年 前 に 子 孫 を 集 め て 祝

福 した 場 所 で あ る と指 定 した 。 こ こ は また い

つ の 日か 「ア ダ ム が そ の 民 を集 め ， 彼 ら と共

に 評 議 会 を開 い て ，.人 の 子 の 来 臨 に 備 え を さ

せ る」 と こ ろ で も あ る(乃 餌 雇 η9Sα プ漉6

P70ヵ 加'力s6助S魔 漉 「予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス の 教 え 」p.157： 教 義 と聖 約116，107：53;

ダニ エ ル7：9-14)。

13.イ リ ノ イ州 ノ ー ヴ ー

ノー ヴ ー の 聖 徒 た ちに とって1839年 か ら1846

年 は栄 光 に 満 ち た年 で も あ り， ま た 悲 惨 な 年

で もあ っ た 。 ヘ ブ ラ イ 語 で 「美 し い 町 」 と い
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う意味 を もつ ノー ヴー は， ミシ シ ッピ川沿 い

の 「コマー ス」 と呼 ば れ た小 さな町 か ら発 展

した 人 口12042人.の 町 で あ る。 立派 な家 々 が

立 ち並 び， 開拓 者 に とっ て この 地 での生 活 は

最 高 であ っ た。 ノー ヴー は，教 会の 組織 が 強

化 され た地 で あ る。神 殿が 計画 され ，建 設 さ

れ， 献 堂 され た。予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは，

1842年5月4日 に教 会指 導 者に エ ンダ ウ メン

トを授 け た。後 に これ らの儀 式 は， ノー ヴー

神 殿 で 多 くの聖 徒 た ちに執 行 され た。

扶 助 協会 は，1842年3月17日 ， 教 会 の女性

の ため に組 織 され た。1839年 ノー ヴー で教会

用語 の 「ワー ド部」 とい う言葉 が知 られ るよ

うに な り，3つ の ワー ド部 が組織 され た。

予 言 者 と大祝 福師 ，す な わ ち ジ ョセ ブ とハ

イラム の殉 教後 しば ら くして ノー ヴー は 「ジ

ョセ ブの町 」 と呼ば れ る よ うに な った。

しか し1846年 聖徒 た ちが ノー ヴー か ら離れ

る と同 時に， その地 の栄 光 は失 われ て し まっ

た。 神 殿は放 火に よ って焼 き尽 くされ， 後 に

壁 は トル ネー ドに吹 き倒 されて しまっ た。

14.イ リノイ州 カ ーセ ー ジの牢 獄

カー セー ジの 牢獄 は，1844年6月27日 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス ・ジュニ ア と兄のハ イラ ムが殺

され た 所で あ る。彼 らは誤 って 反逆 罪 に問 わ

れ投 獄 され て いた。 武装 し.た暴徒 た ち は建 物

を襲 撃 し， ふ た りの 兄 弟 を射 殺 した 。

15.イ リ ノ イ 州 モ ン ト ロー ズ

聖 徒 た ち が ノー ヴ ー を 出 発 し た1846年2月

は ， 非 常 な 寒 さ で あ っ た 。そ して ，約1.5キ ロ

の 幅 で 川 の 全 面 に わ た っ て 厚 い 氷 が 張 っ た た

め ， 幌 馬 車 隊 は ミシ シ ッ ピ 川 を渡 る こ と が で

き た 。



現代における

神のみ声

1800年 代 に ジ ョ ン ・ワ ト ソ ン と い う イ ギ リ

スの牧 師 が こ う記 して い る。「エジプ トの

古 墳か ら，イエスが語 られた50の 言葉 を載 せ た

15セ ンチ 四方の写本 が 発見 され た としたら，こ

れ は1世 紀 以 来著 わ され た どの本 に も まして

重 要 な こ と とな ろ う。」(1>伽1砺 ηθss/bγGo4

「神へ の新 たな証 人」 第2巻 の序文 よ ワB・

H・ ロバー ツ長老 著)

教義 と聖 約 につ い て最 も興 味あ る こ とをひ

とつ挙 げ れば ， そ こには予 言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミスを通 してこの 神権 時代 の 民に語 られた救

い主 のみ 言葉 が載 っている とい うこ とである。

ブルー ス ・R・ マ ッコン キー長 老は こう述

べ て い る。 「おそ ら く，教義 と聖約 ほど聖 徒 た

ちに とって大 きな価 値 を持 つ 書物 はほかにない

であろ う。これは 自分 たちの書物 ，自分 たちの

時代 におけ る神のみ声 である。」(ル1∂7規oηDoひ

厩 η6「モ ルモ ンの教 義 」 第2版p.206)

教義 と聖 約 の 各ペー ジの 中には ， ご 自身の

教 会 を再建 しよ うとす る主 の み手 と， 長年 失

われ て いた栄 えあ る教 義 を伝 え る教 えや勧 告

や 慰 めや 個 々人 に対 す る叱責 と， 民 の備 え と

そ の時 々の必 要 に応 じて順 々に実 際 の教会 組

織が 整 え られて ゆ くさま を見 るこ とが で きる。

この よ うに教 義 と聖約 には種 々 多様 な事柄 が

記 されて い るの であ る。 シ ドニー ・B・ スペ

リー 兄弟 は次 の よ うに述べ て い る。 「主 は，こ

の神権 時代 の 若 き予言 者 に， 回復 され た教会

の組織 につ いて， また教会 貝 に教 え るべ き教

義 や規 律 につ い て徐 々に教 えてゆか なけ れば

な らなか っ た。他 の諸 教会 の教 義や 原 則では

用 をな さな い。実 際， 新 しい ぶ ど う酒 は古 い

皮袋 に 入れ る こ とが で きなか った ので ある。

ジ ョセ ブ ・ス ミスに対 す る主 の啓示 に は さま 、

ざまな問 題が 取 り上 げ られて い る。新生 の教

会 に とって非 常 に重要 な数 多 くの事 柄 に指導

者 たち の注意 を換 起す るこ とが必要 だ った の

で あ る。」(Zλ)o厩麗 αηゴCo彬 ηαη孟sCo〃ψ6η・

伽 吻 「教義 と聖 約概 論 」ブッククラフ ト社1960

P.17)

「この書 には， 人 を救 い に導 く神の 方法 を

理 解 す るに あた っ て， 主 の しもべ た ちに必要

な教 会 の原 則 と組織 に関 す る詳細 が数 多 く掲

載 され てい る。 全能 の神 は， 回復 され た教 会

が 『全地 の 面に於 け る唯 一 の真 に して生命 あ

り』(教 義 と聖約1：30)と い う教 会 であ るこ

とを ジ ョセ ブ ・ス ミスには っ き りと示 され た。

教義 と聖 約 は堕 落ポ 贈 罪，悔 い 改め， バ プテ

スマ ， 神権 ，結婚 ， 聖霊 ，死 者 の救 い， 入の

経 済的 福祉 ， 人類 の究極 の行 く末 とい った基
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本的 な教義 や概 念 にす ば らしい啓蒙 の光 を投

げ てい る。 これ らお よび その他 様 々 な事 柄 に

関す る知 識は， 真 に悔 い改 め て神 の王 国に 入

りたい と望 む 人が必 ずや 理解 す べ きもの であ

るが， この近代 の聖 典 の 中に それが 教 え られ

てい るの であ る。」(「同上」p.15，16)

教義 と聖約 を読 んで い くと， 啓示 が さ まざ

まな方 法 で もた らされ てい る こ とが 分か る。

予 言者 に対す るみ た まの ささや き(教 義 と聖.

約20)， ウ リム とトミムに よる もの(教 義 と聖

約3)， 天使 に よ る もの(教 義 と聖 約2)， 示

現(教 義 と聖 約76)な ど。 また， 主 が子 らに

ど う接 しられ たか を見 るこ と もで きる。個 人

に与 え られ たそ の人個 人 の啓示 は， 主 が 原則

を どう用 い てお られ るか を端 的 に示 す 貴重 な

例 で もあ る。教 義 と聖約 には物 語 風の 叙述 が

ほ とん どな く， 大半 は重 要 な教 義 と教 え であ

る。 その ため に， どこ を も抜か さずに 注意 し

て読 む こ とが要 求 され る。

今 月号 では， 教義 と聖 約 の研 究 に参考 とな

る資料 を収 録 したつ も りで あ る。主 よ り下 さ

れ た 多 くの啓示 の背 景 を理解 す るに は， 教会

歴 史の知 識 が不 可欠 で あ る。 そのた め， これ

か らは毎 月教 会 歴 史に関 す る記事 を掲 載す る

こ とに して い る。 出来れ ば， 各章 とそ こに記

されて い る教 義 につ いて 洞察 を試 み る記事 も

載せ た い。 た とえば， 今 月号 に は第1章 「主

.ご自身の は しが き
」 の概観 が載 る。

「教義 と聖約 」 の書 は
， 絶 え ざる啓 示の 原

則 を証 す る証 人 であ る。別 の時 代 に書 かれ た

他の聖 典 も真実 で あ り， 私 た ちに とって大 き

な価値 を持 つが ， この教 義 と聖約 は特 に私 た

ちの時 代 に対す る主 の み言葉 で あ るため， 私

たち に とっては特 別 な意義 が あ る。
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主 ご自身の は しがき ：

教義 と聖約から望む こと

ロ イ ・W・ ドク シ ー

教 義 と聖 約 を研究 す る とい うこ とは・主 イ
エ ス・キ リス トの メ ッセー ジを研究 す る こ

とで もあ る。この メ ッセ ー ジは，最 後 の時代 す

な わ ち時満 ち たる福 音の 神権 時代 を生 きる人

人 に与 え られ るものである。この メ ッセー ジに

ついて主 ご自身が どのよ うに言われ たか は，教

義 と聖約.第1章 に見 るこ とがで きる。この啓 示

は1831年11月1日 オハ イオ州ハ イラム で開 か

れた教会で与え られ たもので，集 った神権者に よ
いましめ

ってこの書は 「誠 命の書 」と名 付 け られた。

主 は， 「汝 らわが 教会 の 人々 よ」(教 義 と聖

約1：1)と 呼 びか けて 第1章 を語 られ た。 し

か しこの メ ッセー ジは教 会 員だ け に与 え られ

た もの では ない 。主 は，この メッセー ジが 「す

べ ての 人 々に 及ぶ もの なれ ば，一 人 もの が る

る者 な し」(教 義 と聖 約1：2)と 言ってお られ

る。 だ れ で も， この神 権 時代 の メ ッセー ジが

すべ て の 人に対 す る もの で あ るこ とが す ぐに

分か るだ ろ う。主 は続 け て言 われ た。

「この 末 の世 にわが 選 び たる弟子 たちの 口

いまし

よ り，すべての 人々 に警め の声 は 及ぼん 。」(教

義 と聖 約1：4)

そ れで あ るか らこれ らの 啓示 は 「この世 に

住 め る人 々」(教義 と聖約1：6)に 向 け て公表

され るの であ る。

主 の 僕 た ちが 自らの義務 を遂行 し よう とす



る時， 彼 らには地 にお いて も天 にお いて も結

び 固め る権能 が与 え られ る。 この権能 に よ っ

て義 人 たち は永遠 の生 命 に結 び 固め られ る。

同時 に主 の メ ッセー ジを受 け入れ た後 ，福 音

を信 じよ う とせ ず ，主 の 僕 に従 わな い人 々は

永遠 の罰 を受 け るべ き罪 に結 び 固め られ る。

(教義 と聖 約1：89)。 そ して主 は降 臨 され

る と， 「あ らゆる 人にその為せ る行 為 に従いて

応 報 を与 え， また彼 らが その 同胞 を計 りし秤

を以 て彼 らすべ て の者 を計」(教 義 と聖 約1：

10)ら れ るの で あ る。

ど うして主 の警告 の声 が この時代 ， す なわ

ち この 神権 時代 の 人 々に与 え られ るの だ ろ う

か 。 その 答 えは第1章11節 か ら16節 に あ る。

「この 故 に
，主 の声 は耳 あ りて聞 かん とす る

すべての 人々に 聞かれんため地 の果 に まで 及ぶ。

され ば 汝 ら備 え をなせ ， まさに 来 るべ き事

の ため に備 え をなせ ， そ は主 の来 るは近 け れ

ば な り。

而 して主 の 怒 りは燃 え， 主 の剣 は天 にて う

るお いた れば， 今や この世 に住 む 人々 の頭 に

下 され ん。

その 時主 の腕 現 われ て， 主 の声 もまた主 の

僕 らの声 も聞か ん とせ ず，予 言者 に して使徒

な る者 た ちの言 に も耳傾 け ん とせ ざる者 の ぞ

の 民の 中 よ り絶 た るべ き日来 るな り。

そは 彼 らわが儀 式 よ り離れ 去 り，わ が永遠

の 誓約 を破 りたれ ばな り。

彼 らは主 の義 を打建 てん ため に主 を求 めず

して， あ らゆ る者 おのが 心の ままに振舞 いお

の れ らの神 の姿 を求 むれ ど も， その姿 は人の

世 の像 に して その本 質 は一個 の偶像 な り。 そ

は古 び てつ い にバ ビ ロンにて， す なわ ちつ い

に亡 ぶべ き大 バ ビロン にて朽 ちん 。」(教 義 と

聖.糸勺1：11-16)

この メ ッセー ジが この 神権 時代 の人 々に与

え られ たの は，(1>主の再 臨に先 立 って 人々 を

備 え させ るため(教 義 と聖 約1：1112)，(2)

世 に背教 的 な状態 が あ るため(教 義 と聖 約1：

15)，(3>人々 が 自分 たち の神 を造 るため(教 義

と聖約1：16)で あ る。

17節 か ら23節 には福 音 がだ れ を介 して回復

され たか ， この偉 大 な 出来事 の結果 何が 起 こ

るかが 明 らか に され てい る。 この神 権時代 の

頭 としてジ ョセ ブ ・ス ミスが 召 された結 果何

が 起 こ る と， 主 は約束 された であ ろ うか 。 そ

の こ とを思 い浮か べ てい ただ きた い。 この こ

とか ら(1)教会 歴 史は これ らの主 の約 束 を立証

して い るか，(2)私は この プ ロ グラムの どの部

分 に参 画 して きたか， とい うふ たつ の疑 問が
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わ いて くる。

「され ば，.主 なる われ， この世 に住 め る人

人に襲い 来 るべ き禍 を知 れ ば， わが 僕 ジ ョセ

ブ ・ス ミス(2代 目)を 呼 び 天 よ り語 りて彼

に誠 命 を下 せ り。

また他 の者 どもに もこれ を世 の 人 々に宣 ぶ

る様誠 命 を与 え たれ ど，す べ て こは予 言者 た

ちの記せ し事 の成就 せ んが ため な り。

す な わち世 の弱 き者 た ち出 で来 り， 人 その

同 胞 を議 りまた 肉の権 力 に依 り頼 まざ らん 様

力 あ りて強 き者 たち を打 ち破 らん 。

され ど こは， あ らゆ る人 々主 なる神 す なわ

ち世 の救 い主 の名 に よ りて語 らん ため

信 仰 もまた世 に高 ま り，

わが永 遠 の誓約 は確 立せ られ，

完全 な るわが福 音， 弱 き者 た ち単 純 な る者

たちに よ りて世 界の いや はて まで も宣 べ られ，

また王 と統 治者 との前 に宣 べ られ んが ため な

り。」(教 義 と聖約1：17-23)

こ こで，18節 に示 され て いる主 が 「誠命 」

を与 え られ た 「他 の者 ど も」 とは， この神 権

時代 に予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を助 け る人々

のこ とであ る と指 摘す るこ とほ 注 目に値す る

もの であ る。 これ らの人 々の 多 くがす で に召

され， 啓示 に よって戒 め を受 け てい る。 オ リ

ヴ ァ ・カ ウ ドリ， シ ドニー ・リグ ドン，ハ イ

ラム ・ス ミス，パ ニ レー ・P・ プラ ッ ト， オ

ル ソン ・プ ラ ッ トら をは じめ， 大勢 の人 々が

その 中に数 え られ る。

「見 よ
， われ は神 な り。而 して この 事 を語

れ り， これ らの誠 命 はわ れ よ り出で， わが 僕

らの理解せ んが ため， 彼 らの 言葉 ぶ りに な ら

いてわが 僕 らの 弱 き ままに与 え られ た り。

彼 ら誤 りた らば明 らか に さる る を得 ，

知 恵 を求め た らば教 え を授 け ら るる を得 ，
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罪 を犯 した らば悔 い改 む るため に懲 しめ ら

る る を得，

へ り下 りた らば強 くせ られ て天 の祝 福 を受

け， また折 々知 識 を与 え らるる を得 るため な

り。」(教 義 と聖約1：24-28)

私 たちは24節 か ら28節 の中に，何がす で に成

就 したか ま た召 しを受 けて主 のみ業 のために 自

らの義 務 を忠実に果 たす 入々に何 が もた らされ

るかを見いだすこ とが で き る。これ らの 祝福 と

しては，理解の眼が開 かれる，誤 りが正 され る，

知恵 を求 め る時 にそれが 与 えられ る，罪 を犯 し

た時 にこ らしめ を受 け悔 い改めをする機 会が 与

えられ る，へ りくだることに よっ て強 くされ 知

識が 与 えられ るな どが ある。教義 と聖 約 を学 ん

でいる私 たちも今 日勤 勉の度合 によって同 じよ

うな祝福 を期 待 す るこ とが で きるの だろ うか 。

「またさ きにニーファイ人の記 録 を受 けた る

後，誠に まこ とに わが 僕 な るジ ョセ ブ ・ス ミス

(二代 目〉は神 の恩 恵 を通 して神 の能 力に よ り

モ ルモ ン経 を翻 訳す る能 力 を与 え らる る を得，

また この 誠 命 を 受 け た る者 た ち もこの 教 会

の基礎 を置 き， 人に知 られぬ 所 よ りまた 暗 き

所 よ り， 全地 の 面に於 け る唯 一 の真 に して生

命 あ り而 も主 な るわ れの悦 ぶ この教 会 を明 る

み に出す 権 力 を与 え らる るを得。 わ れ悦 ぶ と

は一 人一 人を指 すに あ らず して， わが 教 会員

全体 に就 きて言 え るな り。

す な わ ち， 主 な るわれ は 罪 を見て い さ さか

もこれ を許 す を得 ざれば な り。

さ りなが ら，悔 い改め て主 の誠 命 を行 う者

は赦 され ん 。

而 して悔 改め をな さざ る者 は， 彼 のす でに

受け た る光 明 まで も取 り去 られ ん。 そは， わ

が 『み た ま』常 には 人 を励 ま さ じ， とは万 群

の主 の言なれば な り。」(教義 と聖 約1：29-33)



この メッセー ジに 続 いて，ジョセブ ・ス ミスは

聖 なる召 しを受 け，彼 を助け る人々 も任命 された 。

主 は，予言者 ジ ョセ ブ・ス ミスが モルモ ン経 を翻

訳 す る能 力，また 「全 地の面に於け る唯一 の真に

して生 命 あ り而 も主なるわれの悦ぶ 教会 」(教義

と聖 約1：30)を 興 す能力 を受 けているとい う大

切 な事実 を語 ってお られる。末 日聖 徒 イエ ス・キ

リス ト教会 が世 にあって保持 している立場 につ

いて，教会 員 ，あるいは世り 人々の心 に疑 い はな

か った。主 より与 えられた この声 明は，最：初 の示

現 に関す る教 え，また，すでに永遠 の生 命 に至 る

道 はただひ とつ しかないこ とを明 らかに した数

数 の啓 示 にさらに強 い確証 を与 えるものであ る。

さらに，主 は教 会全 体 につ いては喜 ば れ たが，

教 会員 一 人一 人につ いては，彼 らの生 活 を完全

にす るた めに まだ しなけ れば な らな いこ とが

沢 山 あるこ と を示 してお られ る。 主 は教 会 員

た ちに 「罪 を見て い ささか もこれ を許す を得

ざれば な り」(教義 と聖 約1：31)と 言 わ れ， 罪

を犯す の を許 され て いな い こ とを彼 らに悟 ら

せ よ うと して い る。しか し，悔 い改め た者 に は

赦 しが与 えられる(32節)。 これ に反 して， す で

に光 を受 けた者 で悔 い改め ない者は，「わが 『み

たま』常 には 人を励 まさ じ」(教義 と聖 約1：33)

とあ る よ うに主 の みた まを失 うの であ る。

教会 また地上 の人々に対す る主 の基 本的 な メ

ッセージで始 まったこの偉 大 な啓 示 は，結 び に

当たって再 びそのこ とを強調 して いる。す な わ

ち，主は全 人類が来 るべ き裁 きに対す る警告 の声

に従 うよ う，また永遠 の生 命が イエス ・キ リス ト

の 回復 され た福 音 を実践 す る こ とに よって得

られ るこ と を知 るよ う望 ん でお られ るの で あ

る。このことは第1章34節 か ら36節 に繰 り返 される。

「主 な るわれ は， これ らの事 を進 ん ですべ

ての 人 に知 らせ ん と思 うな り。

そは， わ れ は人 々 を偏 り見 る者 に あ らざれ

ば， すべ て の 人々 を してそ の 日速 に来 るを知

ら しめ ん と思 えば な り。 而 して地 よ り平 和 の

取 り去 られ， 悪 魔 自らの領土 を支 配す る時 は

な おい まだ し とい え ど も今や 近 きに あ り。

され ど主 もまた その聖 徒 ら を支 配 し， その

真 中に あ りて これ を統治せ ん 。而 してイ ヅ ミ

ヤ， す な わち この世 に下 る審判 の ため に天 よ

り降 り来 らん。」(教 義 と聖 約1：34-36)

(「イ ヅ ミヤ 」 は， 啓示 の中 に 「この世 」 と

して 定義 され て い る。 これは邪 悪 な世 を象徴

して い る16節 の 「バ ビ ロン」 と同義 語 であ る。

「イヅ ミヤ」 は
， イ ス ラエ ル 人に対 して根 強

い敵 意 を持つエ ドムの国 として知 られて い る。)

教義 と聖約 を研究す る人は，福音はその教えを

実践す る人々の生活に喜びを もたらすが，一 方悪

は不幸 をもた らす ことを知 るで あ ろ う。また，世

に裁 きがあ り，その裁 きのひとつ で あ る戦 争 は

大 きな破壊 を招 くということが予言 されているこ

とを知 る。1831年に宣言 され た「地 より平 和の取

り去 られ 」という予言は，今や「地 よ り平和の取 り

去 られた」と置 き換 えるべ きか どうか という問題

につ いては，すべ て の末 日聖徒 が世 の状況 に照

らし合 わせ て判 断 す べ きことであ る。(教 義 と

聖 約1：35)。 第1章 の 主 ご 自身 の は しが きは，

与 え られ た啓 示す べ てが 成就 す る とい う確信

と， 「この証 は真 実 に して真理 は永 遠 に変わる

こ とな し。アー メン」(教義 と聖約1：39)と い

う神 のみ た まの証 で結 ば れて い る。

教義 と聖 約 は， 古代 に与 え られ た真理 に確

認 を与 える もの であ る。 また，近 い将来 起 こ

る事 柄 や 人の行 く末に つ いて， 他 の聖典 以上

に知 識 を与 えて くれ る。 さ らに こ.の書 には，

これ まで世 に 表わ され た 原則 の中 で最 も素 晴

ら しい原 則が 含 まれて い るの であ る。
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末 睦 徒仁 ス'キ リス 激 会の艶 のひ
とつは， 主 か らの絶 え ざる啓示 を主 張す

る こ とに あ る。 末 日聖徒 に とって啓 示 とは，

過 去 の時代 に存 在 した神 との 同 じ関係 を再 び

回復す る原 則 であ る。 したが って， 啓示 は過

去 の時代 だけ の もの で もなけ れば， 聖 書の 最

後 の書が書 き上 げ られ た時 点 で終 わ った訳 で

もない。 啓示 は引 き続 き与 え られ て い る とい

うこの主 張は単 な るジ ェスチ ャー で はな い。

末 日聖徒 の書 物 の中 に その大部 分 が末 日に受

けた啓示 か ら成 る一冊 の本 が あ る。 この本 は

「教義 と聖約 」 と呼 ばれ， その 内容や ， それ

が世 に現 わ され た状況 を知 らず に 「モル モニ

ズム」 を理解 す るこ とはで きな いの で あ る。

教 義 と聖 約 の各ペ ー ジ には， 教会 の 設立 ，組

織 と機能 の特 徴 ，他 に比 類す るこ との ない特

異な歴 史 とプ ロ グラム の底 に流 れ る偉 大 な 力

を理解 す る鍵が横 たわ って い る。

教義 と聖 約の 起 原につ い て語 る とき， 予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を忘 れ るこ とはで きな い。

ジ ョセ ブ ・ス ミスが初 めて 啓示 を受 け たの は

15歳 の誕生 日を迎 え る前 で， それ 以来 間隔 は

まち まちで あるが ，生涯 啓 示 を受 けて きた。

ジ ョセブ ・ス ミスが いつ か らその重要 な啓

示 を記録 しは じめ たか を確 かめ るの は困難 で

ある。 さほ ど重 要 で ない啓 示 の 多 くは生涯 記

録 され なか った。'しか しこれ だけ は確 信 をも

って言 え る。そ れは1830年 の春 まで に予 言者

ジ ョセ ブ ・ス ミスは， モル モ ン経 ，神 権 の 回

復， 教 会の 設立 に関す る 多 くの啓 示 を文字 に

して いた とい う こ とで あ る。

1830年4月6日 ，教 会 を組 織す る過 程 で予

言者 は啓示 を受 け， 歴 史記録 者 を任 命 して あ

らゆ る物事 を忠 実 に記録 す る よ うに 命 じられ

た(教i義 と聖約 第21章 参 照)。
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そこで オ リヴァ ・カウ ドリが 「歴 史記録 者」

として任命 された 。1830年6月9日 の大 会 で，

彼 は他 の責 任 につ くた め解任 され，新 たに ジ

ョン ・ホイ ッ トマ ーが その職 に支持 された 。

残念 なが ら， 歴史 記録 者 として彼 らが残 した

記録 は要約 が 多 く，不 完全 で あ る。予 言者 ジ

ョセブ は教会 の設 立 当初か ら 日記 を忠実 に 書

くこ と を怠 らず， ほか に も様 々 な書 簡や 書類

を収 集 して いた 。 これ らは1838年 に 自 ら教 会

の歴 史 を編集 し執 筆す る際 に非常 に貴重 な資

料 とな っ た。

1830年 か ら1832年 にか け てジ ョセ ブは 引 き

続 き啓 示 を受 け， その 内重 要 な もの を文 に

つづ った。1831年 の秋， 彼 は以前 に記 した啓

示 をひ とつ に ま とめ れ ば，書 物 として 出版 す

るの に十分 な量 に な る と感 じた 。 そこ でジ ョ

セブ は，1831年11月1日 と2日 の2日 間に わ

た って オハ イオ州ハ イ ラム で神権 者 大会 を開

催 した。 彼は この 大会 で， 編集 した啓示 を聖

典 と して受 け 入れ ，「誠 命 の書 」とい う名 称 で

出版す る こ とを提案 した。 編集 され た一 連 の

記録 をどの程度 検 討 した のか， 議事 録 には 明

確 に され て い な い 。幾 らか の 検 討 が 行 なわ

れ，議 事 録 に よれば， 出席 した ある会 員 た ち

か ら批判 を受 け てい る。 この批 判 の一 部 は，

ジ ョセ ブ ・ス ミスが その時 公衆 の 面前 で受 け

た啓示 の 中に見 る こ とが で きる。(こ こで，ジ

ョセ ブ ・ス ミスに よ り授 け られ た啓示 の 多 く

は， 白 日の下 ，他 の 人 の面 前 で与 え られ た と

言 うの が適切 であ ろ う。 彼 は全能 の神 と交 わ

るため に， ひ と り秘密 の場 所 に こ もっ た り夜

の闇 に隠れ た りは しなか った。 そ うで はな く，

見 るこ と も聞 くこ ともで きる同 胞の 面前 で祈

った ので あ る。 そ の答 えは予 言 者 ジ ョセブ ・

ス ミス 自 らが彼 らに語 り， あ るい.は人 々が 聞



いて い る間に 彼 の書 記に 書 き取 らせ た。 この

時 に受 け た啓示 が ，現 在教 義 と聖 約 の第1章

であ る。24節 に は次 の よ うに あ る。

「見 よ
， わ れ は神 な り。而 して この事 を語

れ り。 これ らの誠 め はわ れ よ り出で， わ が僕

らの理 解せ ん が ため， 彼 らの 言葉 ぶ りに な ら

いて わが僕 らの 弱 き ままに与 え られ た り。」

主 のみ 言葉 は予 言者 の 言葉 の 中に あ る。 も

しも予 言 者の 言葉 に 誤 りがあ り， 話 の中 にほ

とん どの 人 々に共 通 す る文 法 的誤 りが あ る と

す れば， それ らが発 見 され訂正 され るま では，

記述 され た啓示 に文 法上 の誤 りが あ るの も当

然 で あろ う。 それ であ って もそ の誤 りは神 の

誤 りでは ない。 すべ ての 啓ホ は神 が 人聞 を通

して授 け られ た もの で ある。皇 書 に描か れ て

い る よ うに， そこに 人間 とい う要素 が必 ず存

在す る。詩 人は 神の メ ッセー ジを美 しい詩 に

表 現 し，詩 篇 作者 は それ に音楽 をつ け る。一

方， 散文 家 は独 自の文 体 で 人の心 に消す こ と

の で きな いよ うな刻 印 を押 して い く。 こ う し

.麟繍 轟

クモ ラの丘 とカナ ダグ ァ道 路
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てモー セ ， イサ ヤ ，エ レ ミヤ， ミカ， ア モ ス，

ノ〉・ククな との書 は表現 の形 式や 習熟 さは異

な って いるか， すへ て人 間か理 解 て き るよ う

に予 言者 を通 して彼 らの 言葉 ふ りに な らって

語 られ た神 のみ言 葉 て ある。

古代 また は近 代 の聖典 に文 法上 の誤 りを発

見 した 人は，神 の確 か な み言 葉 を秘か に 攻撃

して， その結 果 自分 の信仰 を失 うこ とに な ら

ない よ う庄意 しなけ れは な らな い。

ところて1831年11月1日 ， オハ イオ州 ハ イ

ラムて 開か れ たその小 さな集 会 に 出席 した 入

々 のた れ もか 声 を聞 き，光 を 目に し， 予 言者

ノ ヨセ ブか書 記 に 口述 した啓 示 と同 し考 え を

心 の 中に感 した とい う証 拠 は とこ に もな い。

したか って， 提示 され た様 々な記録 や その時

与 え られた メ ノセー シか， 全 能の神 か らの啓

示 て ある こ とに疑 いを抱 く人か いた として も，

驚 くに は 当た らな い。 幾 つ か の啓 示 には 予

言 者/ヨ セ ブ ・ス ミス 自身 の言葉 遣 いか顕 著

に表 われて い た こ とか ら， ウ イ リヤ ム ・E・

ム レ リンな とは予 言者 に 公然 と向 って ， ン ヨ

セ ブは言 わゆ る啓小 の い くつ か を完 全に 自分

の考 え て書 いた と批 鮪 した。

ム レ リンの挑 戦 に，他 の 人 々 も同 し疑 い

を もって い るか も しれ ない とい う気持 ちか相

ま って，予 言者 シ ョセ ブは角 ひ主 に助 け を祈

り求め た。 声 に出 して祈 ったか と っか 記録 に

は明 らか に されて いな いか， その結果 さ らに

匹墨 疑謡 罷 瓢ll慧〆灘 劉
駒磨 蟹鶴 電鍔

オハ イオ 州 カ ー トラ ン トの カ ー トラ ン ト神 殿 。

ジ ョン ・F・ ヘ ネ ッ ト収 蔵 。
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別 の啓示 を受 け た 。

「さて主 な るわ れ， 汝 らの眼 前 に ある誠命

の真 理 な る こ とに就 きて一つ の 証 を なす 。

汝 らの眼 は， 今 ま でわが僕 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス(二 代 目)の 上 に あ り。 汝 らこ れ まで彼 の

言 を知 り彼 の 欠点 を知 れば， 汝 らは心 中に 彼

に優 る言葉 を以 て表 す ため に知 識 を求め た り。

これ もま た汝 らの知 る ところ な り。

さて， 汝 ら今 わが 誠命 の 書 よ り正 に その 中

の最 も小 さ き もの.を捜せ 。 而 して汝 らの 中に

て最 も賢 き者 を指定 せ よ。

す なわ ち汝 らの 中誰 に て も， も し汝 らの選

べ るわ が誠 命 の如 くに書 くこ とを得 ば， 汝 ら

わ が誠 命 の真理 な る を知 らず と言 うこ とをわ

れ正 し とせ ん 。

され ど， も し汝 らに して 汝 らの選 び し もの

と同 じもの を書 き得 ざる時 に， もし汝 らわが

誠 命 は真理 な りと証 せ ざれ ば罪 あ りとせ らる

べ し。

汝 ら， わが誠 命 に は義 しか ら ざる ところな

きを知 る。而 して， お よそ義 しきこ とは天 よ

り来 る。す なわ ち，光 明の御 父 より来 るな り。」

(教義 と聖約67：4-9>

この勧告 は ， いか なる時代 に あ って も啓示

を試 す こ との で き る唯 一 の方法 を示 して い る。

またこれ は識 者に対 す るチャ レン ジであ り，

それ 自体 非常 に もっ ともな こ とで あ る。 これ

こそ神 の み言 葉 を知 るため に しば しば繰 り返

ス ミス ー 家 が1830年 末 まで住 ん で い たニ ュ ー ヨー ク州パ ル マイ ラ の家 。
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され る言葉 「い ざ， 汝 らの悟 らんた めに われ

ら共に論ぜ ん」(教 義 と聖 約50：10)と い う聖

句の 意 を表 わ して い る。

マ クレ リンは，恐 ら く他 の連 中 にけ しか け

られ て， この チ ャレ ンジ を受 け た の であ ろ う。

彼 は大会 の席 を立 ち， ひ とり 自室 に こ もって

主か らの 啓示 と思 え る もの を書 こ う とした。

11月2日 ，大 会 に再 び姿 を現 わ したマ クレ リ

ンは， 目に涙 を浮 かべ て予 言者 ジ ョセブ ・ス

ミス と兄弟 た ち， そ して主 に赦 しを請 った。

啓示 を書 くこ とが で きなか った ので あ る。彼

は主か らの啓示 をまねて 書 こ う としたが で き

なか った 。 この 試み を行 な う人 はだ れ で も同

じ結果 に終 るに違 いな い。霊 感 を受 け て いな

い入間 はその 時心 の中 に ある考 え しか 書 くこ

とがで きな いので， それ を文 字 に表 わ した と

して も， 人類 に古 くか ら知 られて い る概 念の

焼 き直 しに過 ぎない こ とに気付 くの であ る。

その文章 に は文学 的 あ るいは教 育 的 な価 値 が

あ るか もしれな い。 しか し，何 ら明 らか に さ

れ る新 しい ものが な けれ ば， それ は啓 示 では

ない。 これ に反 して， その言葉 が これ まで知

られて いな い概 念や知 識 に よ って世 の 中 を豊

か にす るもの な ら， 同 じ秤に かけ て みて それ

が 啓示 であ る こ とが 分か る。 しか も人々 は こ

の新 たに見 いだ され た真理 を受 け 入れ.，それ

に従 わなけ れば な らな いの であ る。

マ クレ リンの体 験 と証 は， ハ イラム に集 ま

って いた 少数 の人 々に大 きな影響 を与 えた 。

一一入一 人が 立 ち上が り
， 予 言者 ジ ョセ ブ と神

の関係 につ い て証 を述べ た 。 それか ら， 啓示

を 「誠命 の書」 と して 発行す る こ とが大 会 で

認め られ， 出版 を監督す るため に オ リヴ ァ ・

カウ ドリが ミズー リ州 インデペ ンデ ンスへ 行

くよ うに任 命 され た。
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オ リヴ ァ ・カウ ドリは任 命 を受 け てす ぐに

は 出 発 しな か った。 冬が 間 近 に辿 り， 雪 で

覆わ れ た1，600キ ロに も及 ぶ草 原 を横 断す る

のは 容易 な業 で なか ったか らであ る。 こ うし

て 「誠命 の書 」の 印刷 が終 わ り，製 本 の準備

が整 っ たの は，1833年 の夏 で あ った。 ミズー

リ州 インデペ ンデ ンスのW・W・ フ ェル プス

印刷 会社 に あ る旧式 の印刷 機 では仕 事 も思 う

よ うに いか なか っ た。表 紙の材 料 も不 足 して

いたが， その必要 もな くな る よ うな事 件が 発

生 した。1833年7月20日 ，暴徒 が 印刷 所 を襲

撃 し， 印刷機 を持 ち去 った うえに， 活字 をま

き散 らし， ほ とん どの 印刷物 と紙 を燃や して

しまった ので あ る。 この出 版に携 わって い た

長 老 の ひ と りは， 暴徒 の姿 を見 る と，大 急 ぎ

で印刷 済 みの 「一誠 命の 書」 を腕 い っぱ いに抱

え て裏 口か ら脱 出 し，納 屋 の干.し草 の下 に 隠

した。 こ う して， わず か20部 が 守 られ たの で

あ る。

「誠 命 の書 」 の発行 は半.実上 中断 して しま



った。新 たに 印刷 機 を購 入 した時 には， 聖徒

は す でに ジ ャ クソ ン郡 か ら追放 されて お り，

「誠 命 の書 」 に掲載 され てい ない 多 くの啓示

が授 け られて いた 。 そこ で もっ と内容 が豊 富

で広 範 囲 にわ た る出版物 が 必要 とな った。 そ

して1834年8月 の大 会 に おい て新 しい 啓示 の

書 を編 さんす るため の委 員会 が 設 け られ，委

員 として ジ ョセブ ・ス ミス， オ リヴ ァ ・カウ

ド リ大 管長補 佐 ， な らび にシ ドニー ・リグ ド

ン， フ レデ リック 」G・ ウイ リヤ ムス のふ た

りの副管 長 が任 命 され た。1835年8月17日 ，

オハ イオ州 カー トラ ン ドで開か れ た大会 で委

員会 か らの報 告 が あ った。大 会 に提 出 され た

編 さん書 には啓示 以 外 の もの も含 まれ てお り，

教 会 の 問題 に直接 関 係 の ない啓示 が 幾 つか削

除 され て いた。

委 貝会 は この編 さん の書が 「誠 命 の書 」 よ

り内容が もっ と記述 的 であ る と考 え，新 な に

「教 義 と聖約 」 と名 付け た
。

「誠命 の書 」 は
，1831年11月 の大会 で計画

ス ミス家 の子 供 たち が通 っ てい た

バ 副 モ ン ト州 ， ロイ ヤ ル トンの 学校

され た時 とは全 く異 な る環 境 と援 助 の下 で，

発行 され る よ う定 め られ てい たの であ る。初

版 の数 冊 の 中か ら一冊 が後 の大 管長 ウ イルフ

ォー ド ・ウ ッ ドラフの 手 に渡 り， 彼 は それ を

教 会歴 史 図書館 に寄 贈 し，現 在他 の 版 と共に

保 管 され て い る。 その ほか方 々 の収 集家 た ち

の図書 館 に保 管 されて い る もの もある。

この教義 と聖 約 は1835年8月17日 の大会 で

提 示 され ，教会 員 の賛 成の挙 手 に よ り聖典 と

して認 め られ た。

教義 と聖 約 の第1版 は，1835年 の 冬に発行

され た。全 部 で103章 か ら成 って いたが，今

日の もの とすべ て が同 じ配列 では なか った。

それか ら1844年 に，111章 か ら成 る第2版 が

印 刷 され た。予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは死 の

直 前 まで この版 の ため に働 き続 けた 。教 義 と

聖 約へ の追補 の大半 は，1876年 と1921年 の版

に見 られ る。1876年 版 で26章 が付 け加 え られ

た。 これ らの章 は予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの

説教 や 書簡 か らの抜 粋 と啓示 で あ り， 以前教

会 の新 聞や刊 行 物 に発表 されたが ， これ まで

の教 義 と聖約 には なか った もの であ る。本文

が初 め て節 に分 け られ， 脚注 と参 照聖 句が加

え られ た の もこの年 で あ る。

1921年 版 の変 更 は， ほ とん ど印刷 上 の問題

に留 ま り， この時初 め て本文 が2段 組 み にな

った。 そ して歴 史上 の記 述や 参照聖 句が改訂

され た。

教 義 と聖約 は この140年 以上 の 間 に， 様 々

の地 域 に おい て 多 くの言 語 に印刷 され， モル

モ ン経 と同様 に時代 と批 判家 の厳 しい眼 に耐

えて きた。 これ は他 の承 認 され た聖 典 を証 し，

補 う もの で も あ る。 今 日，400万 人近 くの末

日聖 徒 が，教 義 と聖徒 は現 代 の 人々 に与 え ら

れ た神 のみ 言葉 で ある と考 えて い る。
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教義と聖約
読書課程

1979年 度 福 音 の教 義 ク ラ ス 用 テ キ ス1・

1.第1章

2.ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス2：1-4

3.ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス2：526

4.第2章;ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス2：27-75

5.第3，6-10章;ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス

2：59-67，75

6.第4，11，12，14-16章

7.第5，17章

8.第13，18章

9.第19章

10.第20章

11.第21-24章

12.第25章

13.第26-28章

14.第29章

15.第30，32章

16.第31，33-36，39-40章

17.第37，38章

18.第41，48，51，72章

19.第42章

20.第43-45章

21.第46，50章

22.第47章

23.第48，49章

24.第52-56章

25.第57-59章

26.第60-62章

27.第63一 二65章

28， 第66-70章

29.第71，73章

30.第74，77，86，91， ・113章

31.第76章

32。 第78-83，85，92，104章

33.第84章

34.第87，90章

35.第88章

36.第89章

37.第93章

38.第94-97，109，110章

39.第98，99，101章

40.第100，102章
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「一 つ の 清 さ 民 ゴ とな りて

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

私 は， この新 しい年 を迎 え るに あた り， 兄 弟姉妹 の皆 さん の上 に主 の大 い

な る祝 福 が あ り， 皆 さん がす べ ての 点で 清め られ るよ うに祈 って い ます 。

主 は次 の よ うに述べ て お られ ます 。「われ は，義 しくわれ に仕 えん と欲 す る

一 つ の清 き民 をわが ため にお こさん と欲 す
。」(教 義 と聖 約100：16)

これは，私 た ち 日本 人 に も当 ては まるみ 言葉 です 。私 た ち 日本 人が この 「一

つ の 清 き民」 として， エ ノクの市 の兄 弟 た ち と同 じよ うに 主の み前 に立 つ た

めに は，現 代 の生 け る予 言者 の勧告 に従 うこ とが必 要 です 。

キ ンボー ル大 管長 は， 「も しも 日本 が 日本 人の宣 教師 を1，000名 送 り出 し，

最：終的 に モ ン ゴルや 中国 に向 けて10，000人 以上 の 宣 教 師 を派 遣 す るこ とが
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汚れなく罪なき一個の義 しき民として

われに集められんためなり。

で きる と した らど うであ ろ うか」(1974年4月 地区代 表 セ ミナー)と 言 われ ま

した 。以 来，す でに5年 が過 ぎよ う として います 。

また，昨年6月 に も大 管長 は次 の よ うに述べ て おられ ます。 「すべ て の宣教

師 は伝 道期 間中 に何千 人 とい う人にバ プテ スマ を施す よ うに な って も らい た

い」(1978年6月 新 伝 道部 長 セ ミナー)と 。

大 管長 は この よ うな大 きな期待 を 日本 人 に寄 せ てお られ るの です 。 昨年10

月の地 区代 表 セ ミナー で， キ ンボー ル大 管長 は 「主の み た まは ，現 在地 の面

を くまな く覆 ってい る」 と言わ れ ま した。

仮 に， ひ と りの宣教 師 が24カ 月の任 期 中 に1，000名 の 人々 に， 罪の赦 し を

得 させ る聖 な るバ プ テ スマ を施 す とします。 言語 訓練 セ ン ター で過 ごす期 間

を除 くと，宣教 師が実 際 に伝 道す るの は20カ 月余 り しか あ りませ ん。20カ 月

間 に1，000名 です と，1カ 月で50名 とな ります。 これ を同僚 とふ た り併せ ま

す と，毎 月100名 とい う こ とに な ります 。 これが ， スペ ンサー ・W・ キ ンボ

ール 大管長 の抱 いて い る ビジ ョン です
。

今 ， この偉 大 なみ業 に参 加 し， キ ンボー ル大管 長が 抱 いて い るビ ジ ョン を

実現 す るの は， ほか な らぬ私 た ち一 人一 人 です。 すべ て の教 会 員 と求道 者が

こぞ って，.イ ス ラエ ルの 血 筋 を引 く日本 人 の同胞 を，神 の み使 い であ る宣教

師 に紹介 し，主 の道 に入 るの を助 け る こ とは，私 た ちの大 きな喜 び です 。 「こ

れ汝 らが 敵 の力 よ り免れ 出 で， 汚れ な く罪 な き一個 の義 しき民 と して われ に

集め られん ため な り。」(教 義 と聖 約38：31)

その ため には， ひ と りの宣 教 師が300名 位 の求道 者 を持 つ必要 が あ ります 。

同僚 とふた りで600名 の求道 者 を教 え るの です。 そ こで これ らの 人々 を教 え

るに は， もっ と組織 的 で霊 的 な 「グル ープ家 庭集 会」 の よ うな ものが 必要 に
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私たちが清められる最大の近道は

「生ける水」を与える業に携わることである。

な ります 。 この家 庭 集会 で は，7～10家 族 の 人々 を同時 に教 え ます 。宣教 師

は教 える こ とに専 念 します。

七 十 人第一 定員 会会 長 のJ・ トー マ ス ・フ ァイア ンズ長 老が 言 われ る よ う

に 「き ょうの ワー ド部 が 明 日の ス テー キ部 とな る」 ため には， 霊的 で， しか

もよ く計 画 され た会 員 と宣教 師 に よる組 織的 な伝 道活動 が 必要 です 。

それが 「求 道 者抄 出法 」 とい う伝 道方 法で す。今 す ぐこの 方法 につ いて，

あ な たの監督 や 支部 長 にお尋 ね下 さい。 これ は私 た ち会員 が， だ れ で もで き

る簡 単 な伝 道方 法 です。 こ.の方法 に よ ります と， 幾何 級数 的 に増加 し， 改宗

者 も驚異 的 な勢 いで増 えて くるは ず です 。皆 さん全 員 が この 「求 道者 抄 出法」

に参加 し，主 の祝福 を 多 くの 人々 と分 か ち合 うこ とが で き るよ うに願 って い

ます 。

「この故 に
，汝 の全 身 全霊 を挙 げ て鎌 を入 るべ し。 さ らば汝 の 罪は赦 され ，

汝 は背 に 多 くの刈 り束 をつけ加 え られん 。」(教 義 と聖約31：5)

願 わ くは，私 た ちが この主 のみ 業 に精 力的 に， しか も喜 び を もって参 加す

るこ とに よ り，私 た ちの 罪が 赦 され ます よ うに。 私 た ちが 皆， イ エ ス ・キ リ

ス トの流 された血 に よ って清 め られ， 徳 高 き， この聖 な る道 を共 に歩め るよ

う祈 っ てい ます。

「彼 らこの こ とを為 さば
， 彼 らの 衣 よ りその罪 除か るべ し。 さ らば， 彼 ら

わが 前 に潔 白 とな らん。」(教 義 と聖 約61：34)

キ ンボー ル大管 長 は， 私 た ちが清 め られ る最大 の近 道 は 「生 け る水」 を与

え る業 に携 わ るこ とで あ る と言 っ てお られ ます。 私 た ちは この新 しい年 の初

め にあ た り， 勇気 を持 って， しか もみ た まの助 け を得 て純 粋 な気持 ちで この

み業 に遙 進 しよ うでは あ りませ んか 。
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ナ イジェ リァ政府

伝道 を認可

数年 前 のN・ エ ル ドン ・タナー 副管 長 のア フ リカ訪 問に 続 いて ，この

度，大 管長 会 は教会 国 際伝 道部 の特別 代 表者 と して2組 の 夫婦 をナ イ ジ

ェ リアに派 遣す るこ とを発 表 した、

この特別 な召 し を受 け た2組 は，ユ タ州 バ ウ ンテフ ル在住 の レンデル ・

N・ メイ ビー兄 弟姉 妹 ， お よび ソル トレー ク ・シテ ィー 在住 の エ ド.ウィ

ン ・Q・ キ ャノ ン兄 弟姉 妹 で あ る。彼 らはナ イ ジェ リアの地 で，1年 間

宗教 活動 を行 な う認 可 を政 府 よ り受 け た。

両 者 共か つて ズ イス伝 道 部 で伝道 部 長 として働 いて いた時， アフ リカ

各地 の教 会 活動 に も携 わ った こ とが あ る。

キ ャノ ン兄 弟 は これ ま で国際伝 道 部 の副伝 道部 長 として，.ま たキ・ヤ ノ

ン姉妹 は扶助 協会 中央管 理 会の 第一 副会 長 として責任 を果 た して きた。

一 方 メ イビー兄 弟 は
， 現 在， 地 区代表 の職 に あ り， メイ ビー姉 妹 も長

い間 扶助 協会 で数 多 くの責 任 を果 た してい る。

しか し大管 長会 は， これ を期 して ナ イ ジェ リアに おけ る通常 の伝 道 活

動 が 開始 され る とは考 えて いな い との発 表 であ る。

(右 の絵 の説 明)1847年 春 ， ウ ィ ンタ ー ク ォー ター ズ を去 る開拓 者

の一 団 。CCA・ ク リスチ ャ ンセ ン画 。 ブ リガ ム ・ヤ ング 大 学提 供 。

ウ ィ ンタ ー ・ク ォ ー ター ズ はネ ブ ラ スカ 州 オ マ ハ近 くにあ り， 聖

徒 たち が西 方 の ソル トレー ク盆地 に 向 けて 旅 した と きの 最 大 の野 営

地 。 この地 に移 って きた最 初 の冬 の ク リスマ ス の頃 に は， 約3500人

の 人 々 が700余 りの 丸太 小 屋 に住 ん で い た。CCA・ ク リス チ ャ ン

セ ンはデ ンマ ー ク の コペ ンハ ーゲ ンで改 宗 した， デ ンマ ー ク人 で あ

る。 この絵 は こ う した出 来 事 を実 際 に体 験 した人 々か ら直 接 聞 き，

そ の史 実 を基 に描 い た もの で あ る。 彼 は}857年 ， ノル ウ ェー人 の妻

と共 にユ タ に移 住 した。 後 日， この 作 品 に つ い て こ う述懐 して い る。
「今 私 は この絵 を見 て

，主 の み手 が この絵 に注 が れ て い た こ と を は 、

っ き りと知 る こ とが で き る。… 歴 史 は私 た ち に多 くの こ と を教 えて

くれ る。 また芸 術 を通 して も， 聖 徒 の苦 難 の模 様 を後世 の人 々 に分

か る よ うに語 り伝 え る こと が で き るの で あ る。」'
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